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主な内容
Ｐ２・３　財政状況をお知らせします
Ｐ３　　　市長偶感
Ｐ４・５　市民意識調査の結果報告
Ｐ６　　　市民レポーター
　　　　　子ども医療費の支給対象年齢を拡大します
Ｐ７　　　税金は納期限内に納めましょう！
　　　　　第32回都市づくりフォーラム
Ｐ８　　　女性会議の委員を募集します
　　　　　敬老祝金等の対象年齢および贈呈額が変わります
Ｐ９　　　豪雨により被害を受けた金山町への支援にご協力を！
　　　　　敬老会にお越しください！

　　　　■編集・発行　羽生市役所　総務部秘書広報課　〒348‒8601　埼玉県羽生市東6丁目15番地　☎（048）561‒1121（代表）　■発行日　毎月15日

羽生の身近な自然

ギンイチモンジセセリ（セセリチョウ科）

　

セ
セ
リ
チ
ョ
ウ
の
仲
間
で
、羽
に
白
い
一
本

の
線
が
あ
る
の
が
特
徴
。

　

山
地
性
の
チ
ョ
ウ
と
言
わ
れ
る
が
、低
地

の
河
川
敷
や
草
地
に
も
生
息
す
る
。
年
２
回
、

５
月
と
７
か
ら
８
月
に
成
虫
が
出
現
す
る
。

食
草
は
イ
ネ
科
の
ヨ
シ
や
ス
ス
キ
な
ど
。
数

が
激
減
し
国
の
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
（
絶
滅
の
恐

れ
の
あ
る
野
生
生
物
）
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

市
内
で
は
、利
根
川
堤
防
や
羽
生
水
郷
公
園

に
少
数
が
生
息
し
て
い
る
。

　

          

（
羽
生
の
自
然
を
楽
し
む
会
）

人口と世帯数（８月１日現在）

人　口 　　　56,843人　（△  40）
　男　 　　　28,438人　（△  17）
　女　 　　　28,405人　（△  23）
世帯数 　　　21,333世帯（＋  7）
出生（７月中）　　31人　
死亡（ 〃　）　　51人　

　７月31日㈰、羽生中央公園陸上競技場で羽生市ジュニアサッカークリニックを開催しました。講師
は大学リーグでも強豪の順天堂大学蹴球部と“なでしこＪＡＰＡＮ”を目指す同大学女子サッカー部
の皆さんです。
　遊びながら体を温められるウォーミングアップやミニゲーム、そしてボールを５つ使用した「大学
生」対「参加者全員」のゲームなど盛りだくさんの内容でした。特にミニゲームでは“なでしこＪＡ
ＰＡＮと勝負だ！”と子どもたちが目を輝かせ、ボールを真剣に追いかけていました。

いざ勝負!!いざ勝負いざ勝負!!!!
“なでしこJAPAN

”JAPANJAPANJAPANJAPANJAPANJAPAN
に続け!!

いざ勝負
“なでしこ“なでしこ“なでしこ“なでしこ“なでしこ“なでしこ“なでしこ“なでしこ

～ 羽生市ジュニアサッカークリニック開催 ～
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平
成
22
年
度
の
収
支
決
算
は
、収
入

額
１
８
１
億
９
２
２
６
万
円
に
対
し
支

出
額
は
１
７
０
億
８
４
６
５
万
円
で
、

形
式
収
支
は
11
億
７
６
１
万
円
の
プ
ラ

ス
と
な
り
、翌
年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

■
収
入
の
特
徴
（
前
年
度
と
の
比
較
）

　

固
定
資
産
税
で
２
８
７
６
万
円
、
法

人
税
で
２
０
２
５
万
円
、
市
た
ば
こ
税

で
２
２
４
０
万
円
等
の
増
収
が
あ
っ
た

も
の
の
、
景
気
低
迷
に
よ
り
市
民
税
が

３
億
１
２
５
２
万
円
の
減
収
と
な
り
、

市
税
全
体
で
２
億
４
１
３
２
万
円
の
減

収
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
県
支
出
金
は
、
子
ど
も
手
当
支
給

に
伴
う
国
庫
支
出
金
な
ど
に
よ
り
５
億

９
３
１
５
万
円
の
増
収
、
地
方
交
付
税

に
お
い
て
も
９
３
０
３
万
円
の
増
収
と

な
り
ま
し
た
。

　

市
の
借
金
で
あ
る
市
債
の
借
入
は
、

３
億
６
６
４
８
万
円
の
増
と
な
り
ま
し

た
が
、
そ
の
増
加
要
因
は
、
国
が
交
付

す
べ
き
お
金
（
普
通
交
付
税
）
の
一
部

を
市
が
借
金
し
て
ま
か
な
う
と
い
う
制

度
が
あ
り
、
そ
の
た
め
の
借
入
が
３
億

８
８
８
８
万
円
増
加
し
て
い
る
か
ら
で

す
。
よ
っ
て
、
本
来
の
目
的
で
あ
る
学

校
や
道
路
な
ど
の
建
設
事
業
に
充
て
た

市
債
を
見
る
と
２
２
４
０
万
円
減
少
し

て
い
ま
す
。

　

収
入
全
体
と
し
て
は
、
９
億
８
８
９

７
万
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

■
支
出
の
特
徴
（
前
年
度
と
の
比
較
）

　

民
生
費
は
、
子
ど
も
手
当
の
支
給
開

始
な
ど
に
伴
い
７
億
９
１
９
３
万
円
の

大
幅
な
増
加
と
な
り
、
支
出
全
体
の

34
・
４
％
を
占
め
ま
し
た
。

　

公
債
費
は
、
近
年
の
借
入
額
の
抑
制

な
ど
に
よ
り
５
７
２
４
万
円
の
減
と
な
り
、

支
出
全
体
に
占
め
る
割
合
は
11
・
６
％

と
徐
々
に
低
下
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
の
借
金
で
あ
る
市
債
残
高
も
２
億
８

１
２
６
万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

土
木
費
は
、
岩
瀬
土
地
区
画
整
理
組

合
補
助
金
や
道
路
改
良
事
業
費
の
減
額

に
伴
い
、
２
億
３
５
７
７
万
円
の
減
額

と
な
り
ま
し
た
。

　

教
育
費
は
、
大
規
模
な
事
業
が
な
か

っ
た
た
め
、
８
３
１
８
万
円
の
減
額
と

な
り
ま
し
た
。

　

起
債
制
限
比
率
や
実
質
公
債
費
比
率

な
ど
の
数
値
は
改
善
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
景
気
の
低
迷
に
伴
い
税
収
入
が
落

ち
込
ん
で
お
り
、
収
入
と
支
出
の
バ
ラ

ン
ス
を
示
す
財
政
力
指
数
は
前
年
度
よ

り
悪
化
し
て
い
ま
す
。

　

財
政
運
営
的
に
は
厳
し
い
状
態
が
続

い
て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
事
務
事

業
の
見
直
し
や
借
入
れ
の
抑
制
を
行
い
、

持
続
可
能
な
地
方
自
治
体
と
し
て
自
立

で
き
る
よ
う
、
財
政
の
健
全
化
を
第
一

に
進
め
て
い
き
ま
す
。

  羽生市の財政状況をお知らせします
　平成22年度の決算の概要が
まとまりましたのでお知らせします。
　決算とは、会計年度の予算に対
し、実際にどれだけの収入や支
出があったかをまとめたもので、
「羽生市の家計簿」とも言えるも
のです。

 

●
一
般
会
計
決
算
の
状
況

 

●
財
政
の
健
全
化
が
第
一
目
標

起債制限比率：財政の健全性を確保するため、公債費による財政負担の
割合を判断し、地方債の発行を制限するための指標。これが20％（一部
の市債は30％）を超えると、市債の借り入れが一部制限されます。

実質公債費比率：地方税や普通交付税のように使い道が特定されておら
ず、毎年度経常的な収入とされる財源のうち、一般会計の公債費や下水
道事業特別会計などへの繰出金のうち借入金の返済に充てられた財源が
どのくらいになるかを表すものです。３カ年度の平均値を使用します。

公債費比率：一般財源のうち、借入金の返済に充てられた額の標準財政
規模（通常水準の行政活動を行う上で必要な一般財源の総額のこと）に

対する割合。この数値が高いほど、借入金の返済に多くのお金が使われ
ることになり、市独自の政策が行いにくくなります。

経常収支比率：地方税・普通交付税などの使い道を制限されない収入
（経常的な収入）に対する人件費・公債費・扶助費などの支出（経常的
な支出）の割合。この数値が高いほど、財政にゆとりがなく、工事など
の建設事業に当てる資金がないことを示します。

財政力指数：一定の基準で算出した必要経費に対して、どのくらい自前
の収入があるかという指標。この数値が高いほど財政に余裕があるとさ
れ、１を超える地方公共団体には普通交付税は交付されません。

市　税 国県支出金 地方交付税 市債 繰越金 その他 合計

収入額
（万円）

平成21年度 780,495 234,858 214,955 107,071 86,113 296,837 1,720,329 
平成22年度 756,363 294,173 224,258 143,719 91,571 309,142 1,819,226 

増減 ▲ 24,132 59,315 9,303 36,648 5,458 12,305 98,897

構成比
（％）

平成21年度 45.4 13.6 12.5 6.2 5.0 17.3 100.0
平成22年度 41.6 16.2 12.3 7.9 5.0 17.0 100.0

増減 ▲ 3.8 2.5 ▲ 0.2 1.7 0.0 ▲ 0.3 0.0

平成20年度 平成21年度 平成22年度

起 債 制 限 比 率（％） 12.2（9.2） 11.8（9.0） 10.9

実質公債費比率（％） 12.4（9.7） 12.2（9.1） 11.7

公 債 費 比 率（％） 15.5（10.8） 13.6（10.2） 12.4

経 常 収 支 比 率（％） 87.8（89.6） 89.9（90.3） 87.8

財 政 力 指 数 0.801（0.855） 0.804（0.860） 0.786

【指標で見る羽生市の財政状況】　　　　　　　 （　）は県内平均

市民１人当たりの市税負担額は13万2,784円でした。（市税÷人口）

181億9,226万円　前年度比5.7％の増

一般会計　収入　総額
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294,173
224,258

143,719
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単位：万円

Ⓡ Ⓡ
いがまんちゃん ムジナもん

セレモニーサイトセレモニーサイト
☎048－578－4101
羽生市東７ｰ14ｰ１

羽生
市役所前

安心と信頼のご葬儀

24時間対応・事前相談承ります。
セレモニーサイト

出井接骨院·鍼灸院
348－0053　羽生市南 1-11-20

TEL 048－598－7740

打撲·捻挫·脱臼·骨折

スポーツによるケガや痛み

関節·筋肉の痛み

往診しますご相談ください

診察時間 月 火 水 木 金 土

午前９:00〜12:30 ○ ○ ○ ○ ○ ○

午後３:00〜７:00 ○ ○ ／ ○ ○ ／

財政課
（内線371）
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羽生市西 2‒14‒22　  563‒2558TEL

ほけんショップアイ 検  索

ガン・医療に力を
痛み、副作用のほとんどない「重粒
子線治療」を受けたい！でも、治療費
「3,000,000円以上」どうする!?

市長偶感市長偶感
▽
７
月
９
日
、梅
雨
明
け
の
強
い
日
差
し
の
な

か
、大
勢
の
担
ぎ
手
に
よ
り
「
宮
み
こ
し
」
の

渡
御
（
と
ぎ
ょ
）
が
行
わ
れ
、私
も
そ
の
渡
御

行
列
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
揃

い
の
白
い
法
被
に
ね
じ
り
は
ち
ま
き
と
い
う

格
好
で
、担
ぎ
手
の
皆
さ
ん
も
気
合
十
分
で
す
。

そ
の
中
に
は
、旧
騎
西
高
校
に
避
難
さ
れ
て
い

る
福
島
県
双
葉
町
の
方
々
の
姿
も
あ
り
ま
し

た
。
担
ぎ
手
の
威
勢
の
良
い
掛
け
声
で
、み
こ

し
は
見
事
に
〝
踊
り
〞
だ
し
ま
し
た
。
今
年

は
、祭
の
開
催
に
あ
た
り
〝
絆き
ず
な〞

と
い
う
文
字

を
掲
げ
、東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
地
の
復

興
を
願
い
ま
し
た
。
夏
ま
つ

り
を
通
じ
て
羽
生
市
が
盛
り

上
が
り
、被
災
地
ま
で〝
元
気
〞

が
届
い
た
と
思
い
ま
す
。

▽
７
月
12
日
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ（
国

際
協
力
事
業
団
）
研
修
生

（
８
ヵ
国
、
11
名
）
が
、
洪
水

対
策
研
修
で
羽
生
市
を
訪
れ
、

村
君
小
学
校
で
は
、
児
童
た
ち
と
ゲ
ー
ム
や

昔
の
遊
び
を
行
い
、
互
い
に
交
流
を
深
め
ま

し
た
。
英
語
村
の
推
進
を
図
っ
て
い
る
村
君

地
区
の
小
学
生
ら
し
く
、
積
極
的
に
英
語
で

の
会
話
を
試
み
て
い
る
姿
に
感
心
し
ま
し
た
。

小
学
生
の
頃
か
ら
英
語
に
親
し
み
、
将
来
は

世
界
の
舞
台
で
活
躍
す
る
よ
う
な
大
人
に
成

長
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
市
役

所
で
は
、
羽
生
市
の
洪
水
対
策
に
つ
い
て
の

説
明
が
行
わ
れ
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。
羽
生
市
の
防
災
へ
の
取
り
組
み
が
、

母
国
に
戻
ら
れ
た
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
ば

と
思
い
ま
す
。

▽
お
盆
が
過
ぎ
た
と
は
い
え
、ま
だ
ま
だ
暑
い

日
が
続
い
て
い
ま
す
。
今
年
は
昨
年
に
増
し

て
熱
中
症
で
救
急
搬
送
さ
れ
る
方
が
多
い
状

況
で
す
。
ま
た
、症
状
も
重
く
な
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
特
に
小
さ
な
お
子
さ
ん
や
高
齢
者

の
方
は
、エ
ア
コ
ン
を
上
手
に
使
い
、こ
ま
め

な
給
水
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　市では、新たな財源確保のため、市の資産を広告媒体として活
用する取り組みを行っています。
　そこで、市が業務で使用する封筒への有料広告を募集します。
企業等のピーアールに、ぜひご活用ください。
▷封筒の種類・広告掲載箇所
　長形３号封筒（23.5cm×12.0cm）の裏面に３枠
▷広告の大きさ・料金　
　１枠（縦5.5cm×横10cm）につき30,000円
▷封筒の用途　
　一般文書の送付等（一部業務を除く）
▷広告主の範囲　　
　市内の事業所・団体
▷封筒の印刷予定枚数　
　60,000枚（市役所の約１年間の使用枚数）
▷封筒の使用期間　
　平成23年10月頃から、在庫がなくなるまで
▷申込期限　
　９月15日㈭まで ＜申し込み多数の場合は抽選＞
▷申込方法　
　 財政課に用意してある募集要領を参照のうえ、所定の申込書に
より同課へお申し込みください。
▷問い合わせ　　財政課（内線373）

  羽生市の財政状況をお知らせします

市民１人当たり、29万9,931円が使われました。（支出額÷人口）

170億8,465万円　前年度比4.9％の増

一般会計 支出 総額

民生費 総務費 公債費 土木費 教育費 衛生費 消防費 その他 合計

支出額
（万円）

平成21年度 507,887 254,566 204,454 170,121 177,656 112,797 79,541 121,737 1,628,759 
平成22年度 587,080 285,356 198,730 146,544 169,338 116,029 79,162 126,226 1,708,465 
増減 79,193 30,790 ▲ 5,724 ▲ 23,577 ▲ 8,318 3,232 ▲ 379 4,489 79,706

構成比
（％）

平成21年度 29.5 16.1 14.1 10.1 9.5 8.7 4.6 7.4 100.0
平成22年度 34.4 16.7 11.6 8.6 9.9 6.8 4.6 7.4 100.0
増減 4.9 0.6 ▲ 2.5 ▲ 1.5 0.4 ▲ 1.9 0.0 0.0 0.0

　収　入
市　税：市民税、固定資産税、都市計画税、軽自動車税など
国・県支出金：国や県が市町村にその使い道を決めて渡すお金
地方交付税： 全国どこの市町村に住んでいても一定の水準が保てるよう、市町村

の実情に応じて国が保障するお金
市　債：市が事業を行うために借り入れたお金
繰越金：前年度から繰り越したお金
その他： 証明書の手数料や公共施設の利用料、基金や預金から引き出したお金

など

　支　出
民生費：子どもやお年寄り、障がいのある人への支援などに充てる費用
総務費：住民票の交付、市税の課税・徴収、庁舎の維持管理などに充てる費用
公債費： 大規模な公共施設整備をする際に、国や銀行などから借り入れた借金

の返済をするための費用
土木費：道路の拡幅や補修などに充てる費用
教育費：学校の整備・補修、体育館の管理・運営などに充てる費用
衛生費：ごみの収集・処理や住民健診などに充てる費用
消防費：消防活動や救急車の導入、防災事業などに充てる費用

600,000

500,000

450,000

400,000

350,000

300,000

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

0
民生費 総務費 公債費 土木費 教育費 衛生費 消防費 その他

平成21年度
平成22年度

507,887

254,566 204,454
170,121 177,656

112,797
79,541 121,737

587,080

285,356

198,730

146,544
169,338 116,029

79,162

126,226

587,080

285,356

198,730

146,544
169,338 116,029

79,162

126,226

507,887

254,566 204,454
170,121 177,656

112,797
79,541 121,737

市役所が使用する
封筒の有料広告募集

単位：万円

行政書士川島幸雄・出井賢朋事務所
予約電話 048－580－7391（年中無休）
羽生市東6-9-1ケンコーセンター前ビッグエー並び（Ｐ有）

身近な相続・遺言・成年後見・法務相談室

相続·遺言·後見·離婚問題専門の
行政書士事務所です。
お気軽にご相談ください。
行政書士は町の法律家です。

軽食のお店
サロンごんべえ

気軽に寄ってね

昼　11:30～
夕方　5 :30～
048‒561‒0779

または

羽生駅

建福寺

Ｐ

アライ保険
エージェンシー

正覚院
コンビニ

ヤオコー 市役所↓

NTT

アライ保険
エージェンシー

★
サロン
ごんべえ

サ
ロ
ン

冨田脳外科

毎日暑いですね！　飲み物はいかがですか！

アライまで090‒5820‒7390

無線LAN設置店

■■■屋

㈱▲▲

●●会社
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　定住意向

 消したはず
　 決めつけないでもう一度

㈲ハイウエイ

羽生市上村君1012－1　電話048－565－0059
消防用設備等点検、施工　地下タンク等定期点検

７月中の救急と火災
救　急
火　災

209  件
3  件

★20万円以上のリフォームをしたお客様に羽生市より
　助成金が支給されます。（１回限り・条件有り）

【業務内容】 ☆お見積り、 ご相談完全無料　お気軽にお問い合わせください
★外壁塗装＋屋根塗装
　￥550,000～（30坪迄）　　　　　　
★光触媒塗装（内装・外装）  ★お風呂・台所工事　　 ★エクステリア工事
★外壁（サイディング）・屋根張り替え　  ★太陽光発電　 ★オール電化
★その他小さい修理から何でもやってます ！

貴方の街のハウスドクターのぞみコミュニケーションズ
羽生市南５－５－24　　☎048‒561‒6758

★クロス貼り替え
　￥69,800～（6畳）

★床貼り替え
　￥109,800～（６畳）

安心リフォームフェアー開催中!!

リンナイ
ガス給湯器20号

￥137,800‒
（工事費・税込み）
（追焚き機能付）

★今回の目
玉商品★

★今回の目
玉商品★

《羽生市市民意識調査の結果報告》

あなたの をこれからの に生かします！
　

今
年
１
月
に
行
っ
た
羽
生
市
市
民
意
識
調
査
の
集
計
結
果
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
調
査
は
、
市
政
に
つ
い
て
の
皆
さ
ん
の

意
見
や
要
望
を
幅
広
く
把
握
し
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
資
料

と
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

そ
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

調
査
の
概
要

　
　

● 

調
査
対
象　
　
　

 

市
内
に
居
住
す
る
満
20
歳
以
上
の
男
女

　
　

● 

対
象
者
数　
　
　

１
５
０
０
人

　
　

● 

抽
出
方
法　
　
　

住
民
基
本
台
帳
よ
り
地
区
別
、
無
作
為
抽
出

　
　

● 
調
査
方
法　
　
　

郵
送
に
よ
る
配
布
・
回
収

　
　

● 
調
査
期
間　
　
　

１
月
４
日
〜
21
日

　
　

● 

有
効
回
収
票
数　

１
０
４
３
人

　
　

● 

有
効
回
収
率　
　

69
・
５
％

　住み心地

　羽生市の将来像【複数回答】

住み心地はまあまあ住みよいが最多
住み良いが住みにくいを上回る

福祉施設が充実した福祉都市が1位
活気ある商業都市も上位に

現在の場所に永く住みたいが過半数
市外へ転居したいは1割を切る

　現在の住み心地については、「まあまあ住みよい」（49.4％）が最も
多く、これに「住みよい」（18.6％）を合わせ“住みよい”傾向とする
方が7割弱を占めています。
　“住みよい”の理由は、「永年住みなれ、愛着がある」が最も多く71.4％、
次いで「自然環境が良い」が39.6%となっています。また“住みにくい”
理由では、「道路・排水・下水道などの都市施設が整っていない」が最
も多く46.2％、次いで「交通の便が悪い」が39.6％、「買い物が不便で
ある」35.2％となっています。

　市の将来像については、過去の調査と同じように「福祉施設が充実し
た福祉都市」（52.2％）が最も高く、次いで「水と緑あふれる田園都市」
（30.0％）が高くなっています。
　また、過去の調査結果と比較すると、「教育・文化の文教都市」と「静
かな住宅都市」が回を重ねるごとに高くなってきていましたが、今回の
調査では「工業団地等のある活気に満ちた工業都市」が若干増加し、そ
の他の項目は減少するなど、希望する将来像イメージが分散しています。

　現在の場所に住み続けたいかという定住意向については、「現在の場
所に、永く住みたい」（50.1％）が過半数を占めています。これに「現
在の場所に当分住みたい」（25.7％）を合わせ“住み続けたい”とする
方は75.8％となっており、定住意向は高い傾向にありますが、過去の
調査結果と比較すると“住み続けたい”は減少傾向となっています。
　その中で、年代別にみると、30・40歳代で「できれば転居したい(市
外へ)」の割合が他の世代よりも高くなっています。

　■現在の羽生市の住み心地はいかがですか

　■将来、どのような都市になったらよいですか 　■現在の場所に住み続けたいですか

まあまあ住みよい　
　　　49.4％

住みよい　
　18.6％

無回答　2.0％

どちらとも
　言えない　
　21.3％

住みにくい　
　8.7％

0

20

40

60 52.2％

30.0％ 26.3％
18.7％ 16.7％ 13.8％

2.8％
福祉施設
が充実し
た福祉都
市

水と緑
あふれる
田園都市

活気ある
商業都市

静かな
住宅都市

工業団地
等のある
活気に満
ちた工業
都市

教育・文
化の文教
都市

その他

52.2％

現在の場所に
　永く住みたい
　50.1％

現在の場所に、
当分住みたい　
　25.7％

無回答
　2.4％

わからない　8.9％

できれば転居したい
（市外へ）　　7.3％

できれば転居したい
（市内の他の場所へ）　5.6％ 現在の場所に、

　永く住みたい
　50.1％
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　商業・産業の振興【複数回答】 　将来の人口

　施策の満足度

～小林式特殊手技療法～

研 究 生 募 集！
《希望者はNPO認定の開業資格取得可》

NPO法人日本福祉健康指導者協議会認定校

中伝療術学院
学院長・医学博士　小 林 英 男
羽生市中岩瀬803ｰ1　☎560‒3502

お問合せお申込みは、担当・小林、小島まで

癒

《羽生市市民意識調査の結果報告》

あなたの をこれからの
若い世代の台頭や後継者の育成を望む
企業誘致が大幅に減少

安全・安心なまちづくり分野で高い満足度
就労促進・労働行政が最下位

人口の増加を望む
自然のままがよいが過半数を超える

　市の商業や産業の振興について重要なことは「若い世代の台頭や後継
者の育成」（36.0%）が最も多く、「農産物の加工開発や新しい農業経
営の研究」（23.7%）、「商店街の整備」（23.2%）、「企業の誘致」（21.3%）
については2割を超えていますが、その他の項目についてはそれを下回
る状況で分散しています。また、前回調査と比較すると、「企業の誘致」
が大幅に減少しました。

　現在、市が行っている各施策にどの程度満足しているかを尋ねると、
「消防・救急の充実」、「広報・広聴の充実」、「防災対策の推進」の満足
度が高くなっており、“安全で安心なまちづくり”分野等でのこれまで
の取り組みを今後も維持することが求められています。
　一方、満足度の評価が低いものは「就労促進・労働行政」、「商業の振興」、
「観光の振興」となっており、“活力に満ちたまちづくり”分野での施策
強化が求められていることがうかがえます。

■満足度ベスト３
消防・救急の充実（安全で安心なまちづくり分野）
広報・広聴の充実（行政経営の改革分野）
防災対策の推進（安全で安心なまちづくり分野）

■満足度ワースト３
就労促進・労働行政（活力に満ちたまちづくり分野）
商業の振興（活力に満ちたまちづくり分野）
観光の振興（活力に満ちたまちづくり分野）

※（　）内は、第5次羽生市総合振興計画における施策分野

　市の将来の人口については、前回調査と比較して「積極的に人口を
増やすよう図った方が良い」（39.8%）が増加し、「自然のままが良い」
（55.8%）は減少しています。しかし、やはり前回調査と同様に「自然
のままが良い」が過半数を超えています。
　これを年代別でみると、若い世代ほど積極的な人口増を嫌い、自然の
ままが良いとする傾向が見られました。

　■市の商業や産業の振興について何が重要だとお考えですか 　■将来人口は、どうなったらよいとお考えですか

今
後
の
施
策
へ
の
展
望

　

今
後
、
行
政
が
力
を
い
れ
る
べ
き
施

策
へ
の
要
望
は
、「
地
域
医
療
の
充
実
」

が
最
も
高
く
、
次
い
で
「
高
齢
者
支
援

の
推
進
」「
社
会
保
障
の
充
実
」
と
な

っ
て
お
り
、〝
健
康
で
希
望
に
満
ち
た

ま
ち
づ
く
り
〞
分
野
へ
の
期
待
が
高
い

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
さ
ら
に
充
実
し
た
医

療
が
受
け
ら
れ
る
体
制
づ
く
り
や
安
心

し
て
高
齢
者
が
生
活
で
き
る
た
め
の
施

策
な
ど
を
求
め
る
声
が
多
く
挙
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

一
方
、
年
齢
別
に
み
る
と
、
若
い
世

代
で
は
、
福
祉
分
野
に
加
え
、
農
業
や

商
業
の
振
興
（
活
力
に
満
ち
た
ま
ち
づ

く
り
分
野
）、
ご
み
処
理
の
適
正
化
や

公
園
・
緑
地
の
整
備
（
快
適
で
住
み
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
分
野
）
に
つ
い
て
も

上
位
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
ニ
ー
ズ

の
多
様
化
が
う
か
が
え
、
市
の
施
策
に

お
い
て
、
市
民
の
意
向
を
十
分
に
把
握

し
、
バ
ラ
ン
ス
を
見
極
め
た
柔
軟
な
対

応
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

報
告
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　

こ
の
調
査
で
は
選
択
回
答
式
の
項
目

の
ほ
か
自
由
に
意
見
を
書
い
て
い
た
だ

く
欄
が
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
ご
要
望
・

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
紙
面
の

都
合
で
広
報
紙
で
は
紹
介
で
き
ま
せ
ん

が
、
「
市
民
意
識
調
査
報
告
書
」
に
は

す
べ
て
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
報
告
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
て
い
る
ほ
か
、
市
役
所
（
秘

書
広
報
課
）
、
図
書
館
お
よ
び
各
公
民

館
で
閲
覧
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
、
お
忙
し
い
と
こ
ろ
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
　

　

秘
書
広
報
課
（
内
線
２
０
３
）

積極的に人口を増やすよう
図ったほうがよい
　　　39.8％

自然のままがよい　
　55.8％

無回答
　2.5％

人口が増えるのを
抑制したほうがよい
　1.9％

自然のままがよい　
　55.8％

0 10 20 30 40

36.0％
23.7％
23.2％
21.3％
19.1％

16.5％
16.3％
14.8％

1.2％

若い世代の台頭や後継者の育成

農産物の加工開発や新しい農業経営の研究

商店街の整備

企業の誘致

市の計画や積極的な支援

歴史や伝統を活かした施設や商店街づくり

新しい産業資源の発掘

催し物やイベントの開催

その他

《羽生市市民意識調査の結果報告》

あなたの をこれからの
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贈りものにこぶし花ビールこぶし花ビール
ジャパン・アジア・ビアカップ2010

金賞受賞

６本入り
2,880円

（税込）

キヤッセ羽生 TEL048(565)5255

羽
生
の

地
ビ
ー
ル

　

市
で
は
、
平
成
23
年
10
月
１
日
診
療

分
か
ら
、
子
ど
も
医
療
費
の
通
院
費
用

に
か
か
る
支
給
対
象
年
齢
を
、
こ
れ
ま

で
の
「
小
学
校
修
了
ま
で
」
か
ら
「
中

学
校
修
了
ま
で
」
に
拡
大
し
ま
す
。

■
受
給
資
格
証
を
お
持
ち
の
方
は
…

・�

中
学
生
の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
方

に
は
、
平
成
23
年
９
月
末
ま
で
に
新

し
い
受
給
資
格
証
を
お
送
り
し
ま
す
。

・�

小
学
６
年
生
の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち

の
方
に
は
、
平
成
24
年
３
月
に
通
院

有
効
期
間
を
延
長
し
た
受
給
資
格
証

を
お
送
り
し
ま
す
。

・�

小
学
５
年
生
以
下
の
お
子
さ
ん
を
お

持
ち
の
方
に
は
、
平
成
25
年
以
降
、

毎
年
対
象
の
方
に
有
効
期
間
を
延
長

し
た
受
給
資
格
証
を
お
送
り
し
ま
す
。

■
受
給
資
格
登
録
が
未
登
録
の
方
は
…

　

次
の
も
の
を
持
参
し
て
登
録
申
請
の

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ひ
と
り

親
家
庭
等
医
療
費
に
該
当
さ
れ
て
い
る

方
も
登
録
が
必
要
で
す
。

・�

対
象
と
な
る
子
ど
も
の
健
康
保
険
証

の
写
し

・�

保
護
者
名
義
（
生
計
の
主
体
者
）
の

預
金
通
帳
の
写
し

　

�

※
名
義
が
カ
タ
カ
ナ
表
記
さ
れ
て
い

る
ペ
ー
ジ

▽
問
い
合
わ
せ
　

　

子
育
て
支
援
課
（
内
線
１
９
３
）

　

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
可
燃
ご
み
の
約

半
分
は
、
台
所
か
ら
出
る
「
生
ご
み
」

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

調
理
く
ず
、
残
飯
等
は
、
よ
く
水
切

り
を
し
て
、「
燃
や
し
て
も
よ
い
ご
み
」

と
し
て
出
し
ま
す
が
、
コ
ン
ポ
ス
タ
ー

等
に
よ
り
生
ご
み
を
堆
肥
化
し
、
再
利

用
す
る
こ
と
は
、“
ご
み
の
減
量
”
に

と
て
も
有
効
で
す
。

　

な
お
、
生
ご
み
を
庭
先
等
に
そ
の
ま

ま
放
置
す
る
と
、
腐
敗
に
よ
り
悪
臭
や

虫
の
発
生
な
ど
不
衛
生
と
な
り
ま
す
の

で
、
適
正
な
処
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

生
ご
み
は
多
く
の
水
分
を
含
ん
で
お

り
、
焼
却
の
際
、
そ
の
水
分
を
蒸
発
さ

せ
る
た
め
に
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必

要
と
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
生
ご
み
処
理
機
器

を
利
用
し
、
生
ご
み
を
堆
肥
化
す
る
こ

と
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
削
減
す
る
と
と
も

に
ご
み
の
減
量
を
図
る
た
め
、
生
ご
み

処
理
機
器
購
入
者
に
対
し
、
補
助
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

▽
対
象
処
理
機
器
（
業
務
用
を
除
く
）

　

生
ご
み
を
、
微
生
物
の
働
き
や
機
械

的
な
動
作
に
よ
っ
て
脱
水
、
発
酵
ま
た

は
分
解
す
る
こ
と
で
、
堆
肥
化
ま
た
は

減
容
化
す
る
た
め
に
製
造
さ
れ
た
も
の

▽
対
象
者
（
こ
れ
か
ら
購
入
す
る
方
）

　

市
内
在
住
の
利
用
者
本
人

▽
補
助
額

・
コ
ン
ポ
ス
タ
ー（
１
世
帯
２
基
ま
で
）

　

…
購
入
額
の
範
囲
内
で

　
　

限
度
額
２
千
円
／
基

・
生
ご
み
処
理
機（
１
世
帯
１
機
ま
で
）

　

…
購
入
額
の
２
分
の
１
以
内
の
額
で

　
　

限
度
額
１
万
円
／
機

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

環
境
課
（
内
線
２
９
４
） 

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に

よ
る
放
射
性
物
質
の
県
内
の
農
畜
産
物

へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
県
に
よ
る
調
査

を
定
期
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
を
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と

各
公
民
館
に
掲
示
し
て
い
ま
す
の
で
、

参
考
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

県
農
産
物
安
全
課

　
〈
☎
０
４
８
（
８
３
０
）
４
０
５
７
〉

　

毎
月
、
第
１
・
３
金
曜
日
の
２
回
、

図
書
館
で
「
小
さ
な
お
は
な
し
会
」
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
毎
回
、
20
組
程
度

の
未
就
学
児
と
マ
マ
な
ど
が
集
ま
り
ま

す
。
私
が
訪
れ
た
日
も
た
く
さ
ん
の
方

が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
始
ま
る
前
か

ら
と
て
も
に
ぎ
や
か
で
、
皆
さ
ん
楽
し

み
に
待
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
「
短
い

お
話
」
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
た
ち

の
声
に
、
う
な
ず
い
た
り
、
笑
っ
た
り
、

ま
た
、
質
問
し
た
り
と
興
味
津
々
で
す
。

　

そ
の
後
、
ぬ
い
ぐ
る
み
を
使
っ
て
の

遊
び
唄
、
手
遊
び
、
紙
芝
居
と
内
容
も

盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　

最
後
は
一
人
ひ
と
り
名
前
を
呼
ば
れ
、

シ
ー
ル
を
も
ら
い
ま
す
。
出
口
で
は
ア

ン
パ
ン
マ
ン
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
人
形
が

待
っ
て
い
ま
す
。「
ま
た
来
て
ね
」
の

声
に
う
な
ず
き
な
が
ら
、
笑
顔
で
人
形

た
ち
と
タ
ッ
チ
し
て
帰
り
ま
す
。

　

帰
り
際
、
借
り
た
本
を
抱
え
た
マ
マ

が
、「
こ
れ
は
お
家
に
帰
っ
て
読
ん
で

あ
げ
る
ね
」
と
話
し
て
い
る
の
を
見
て
、

絵
本
を
膝
の
上
で
聞
い
て
い
る
子
ど
も

た
ち
の
嬉
し
そ
う
な
顔
が
目
に
浮
か
び
、

心
が
ほ
の
ぼ
の
と
温
か
く
な
り
ま
し
た
。

　
　

市
民
レ
ポ
ー
タ
ー

　
　
　

小
野　

和
美
さ
ん（
東
７
丁
目
）

　

今
年
も
川
俣
小
４
・
５
・
６
年
生
を

対
象
と
し
た
通
学
合
宿
が
、
過
去
最
高

の
49
名
と
い
う
大
勢
の
子
ど
も
た
ち
の

参
加
の
も
と
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

震
災
か
ら
約
４
カ
月
後
の
こ
の
時
期
、

被
災
地
で
は
、
ま
だ
ま
だ
集
団
避
難
生

活
が
続
い
て
い
る
状
況
の
中
、
子
ど
も

た
ち
は
、
避
難
生
活
に
近
い
体
験
や
、

子
ど
も
同
士
、
あ
る
い
は
縦
の
年
齢
で

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
、

本
事
業
の
目
的
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
よ

り
深
い
人
間
関
係
を
築
き
、
生
き
る
力

を
育
む
」
と
い
う
こ
の
フ
レ
ー
ズ
に
気

付
き
、相
手
の
こ
と
を
“
思
い
や
る
心
”

を
感
じ
取
っ
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
今
回
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の

食
料
確
保
の
観
点
か
ら
「
飯
ご
う
炊
さ

ん
」
の
体
験
が
、
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

炊
飯
器
以
外
で
、
お
米
を
ご
飯
に
す
る

調
理
法
を
学
び
、
貴
重
な
体
験
に
な
っ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

毎
回
取
材
し
て
感
じ
る
こ
と
は
、
事

業
実
施
に
あ
た
り
、
公
民
館
関
連
や
各

団
体
の
方
々
な
ど
、
地
域
全
体
が
一
丸

と
な
っ
て
サ
ポ
ー
ト
に
回
っ
て
い
る
事

で
す
。
頭
が
下
が
り
ま
す
。
大
変
で
す

が
今
後
も
、
続
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
行

事
の
一
つ
で
あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

　
　

市
民
レ
ポ
ー
タ
ー

　

山
﨑　

江
里
子
さ
ん
（
小
須
賀
）

市民レポーター市民レポーター市民レポーター

小
さ
な
お
は
な
し
会

“
ム
ジ
ナ
も
ん
学
寮
”
in
川
俣

●アクアマリンカップ（8/30～）
★Ｇ１つつじ賞王座決定戦開設59周年記念（津）

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
戸
田

９
月
の
開
催
予
定

日 月 火 水 木 金 土
 1 2 3

● ● ●
4 5 6 7 8 9 10
● G1大渦大賞開設�

58周年記念（鳴門） サッポロビールカップ
11 12 13 14 15 16 17

サッポロビールカップ Ｇ１ウェイキーカップ開設57周年記念（多摩川）
18 19 20 21 22 23 24

★ ★ ★
第 11 回埼玉新聞社杯

25 26 27 28 29 30
第11回埼玉新聞社杯 ＧⅢ’11オムロンカップ（～10/4)

子
ど
も
医
療
費
の
支
給
対
象

年
齢
を
拡
大
し
ま
す

生
ご
み
処
理
機
器
の
購
入
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

放
射
性
物
質
の
農
畜
産
物
へ

の
影
響
調
査
に
つ
い
て

生
ご
み
は
適
正
に

処
理
し
ま
し
ょ
う

排水設備工事責任技術者
　　共通試験を行います

　排水設備工事責任技術者共通試験が次のとおり実施されます。
▷受験資格　　次のいずれかに該当する方
　　　　　　・�高等学校の土木工学科またはこれに相当する課程を

修了し、卒業した方
　　　　　　・�高等学校を卒業した方で、排水設備工事等の設計ま

たは施工に関し、１年以上の実務経験を有する方
　　　　　　・�排水設備工事等の設計または施工に関し、２年以上

の実務経験を有する方
　　　　　　・上記３項目に準ずる方
▷試 験 日　　11月13日㈰
▷試験会場　　埼玉工業大学（深谷市普済寺1690）
▷受付期間　　８月22日㈪～9月30日㈮
▷申込方法　　郵送（詳細は受験案内を参照）
▷そ の 他　　受験案内は８月22日㈪より下水道課で配布します。
　　　　　　　（羽生市大沼２丁目63番地　水質浄化センター内）
▷問い合わせ　下水道課〈☎（565）1551〉

有料広告
▽
日
　
時　

９
月
11
日
㈰

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
10
時

▽
場
　
所　

消
防
本
部

▽
定
　
員　

50
名
（
先
着
順
）

▽�

テ
ー
マ
　�『
ス
ポ
ー
ツ
現
場
に

お
け
る
救
急
医
療
』

▽
講
　
師　

中
原
整
形
外
科
医
院

　
　
　
　
　

院
長 

中
原 

義
人 

氏

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

　

�

電
話
ま
た
は
直
接
、
消
防
本
部

〈
☎（
５
６
５
）１
９
３
４
〉
へ

『
身
近
で
役
に
立
つ
救
急
講
話
』

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
！



有料広告

7
羽生市役所　☎561‒1121㈹

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い

て
い
る
貴
重
な
市
税
等
（
市
県
民
税
、

法
人
市
民
税
、
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
、
軽
自
動
車
税
お
よ
び
国
民
健

康
保
険
税
）
は
、
市
民
の
生
活
を
支
え
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
確
保
す
る
と
い

う
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
市
税
等
は
、
所
得
や
資
産
の
状

況
に
応
じ
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
公
平

に
ご
負
担
い
た
だ
く
も
の
で
、
市
で
は

公
平
な
収
納
に
向
け
て
、
積
極
的
な
徴

収
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
再
三
の
催
告
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
納
付
に
応
じ
て
い
た
だ
け
な
い

場
合
は
、
財
産
の
差
し
押
さ
え
を
執
行

し
て
い
ま
す
。

　

法
の
規
定
に
よ
る
調
査
権
に
基
づ
き
、

不
動
産
・
自
動
車
・
預
貯
金
・
生
命
保

険
・
給
与
な
ど
の
財
産
を
調
査
し
、
財

産
を
差
し
押
さ
え
て
換
価
を
行
い
、
滞

納
税
へ
充
当
し
滞
納
額
の
圧
縮
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
は
、
１
４
１
件
の
差
し

押
さ
え
を
執
行
し
ま
し
た
。（
表
１
参
照
）

■ 

差
し
押
さ
え
財
産
の
調
査
・
滞
納
処

分
の
方
法

　

地
方
税
法
お
よ
び
国
税
徴
収
法
の
定

め
に
よ
り
、勤
務
先
へ
給
与
・
賞
与
の
支

払
状
況
、
金
融
機
関
へ
預
貯
金
の
取
引

状
況
、
生
命
保
険
会
社
へ
契
約
内
容
、

税
務
署
へ
所
得
税
還
付
金
の
状
況
な
ど

に
つ
い
て
調
査
し
、
債
権
の
差
し
押
さ

え
を
執
行
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
職
員
（
徴
税
吏
員
）
が
直

接
住
宅
や
事
務
所
を
捜
索
し
、
発
見
し

た
動
産（
テ
レ
ビ
、貴
金
属
、バ
ッ
グ
等
）

な
ど
、
公
売
に
よ
り
換
価
が
見
込
ま
れ

る
財
産
の
差
し
押
さ
え
を
執
行
し
ま
す
。

■ 

納
期
限
か
ら
１
カ
月
以
上
が
経
過
し

て
い
る
未
納
税
は
、
滞
納
処
分
対
象

　

納
期
限
を
経
過
し
て
も
納
税
義
務
者

か
ら
税
の
納
付
が
な
い
場
合
、
納
期
か

ら
約
１
カ
月
以
内
に
督
促
状
を
発
送
し
、

督
促
状
を
発
送
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
、

10
日
以
内
に
納
付
が
な
い
場
合
は
、
納

税
義
務
者
が
所
有
す
る
財
産
を
差
し
押

さ
え
で
き
る
と
さ
れ
て
お
り
、
未
納
税

は
滞
納
処
分
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
「
こ
れ
く
ら
い
の
滞
納
は
大
丈
夫
」

な
ど
と
自
分
で
判
断
せ
ず
、
早
め
に
市

税
等
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
に
な
れ
ば
、
納

め
に
行
く
手
間
が
省
け
、
納
め
忘
れ
も

な
く
な
り
ま
す
。

　

手
続
き
は
、
市
の
指
定
す
る
金
融
機
関

の
窓
口
に
預
貯
金
通
帳
お
よ
び
登
録
印
鑑

を
ご
持
参
の
う
え
、備
え
付
け
の
市
税
口

座
振
替
依
頼
書
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

市
税
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
税
は
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ス
ト
ア
（
以
下
「
コ

ン
ビ
ニ
」）
で
も
納
付
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
コ
ン

ビ
ニ
で
取
り
扱
い
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
納
付
書
１
枚
（
期
別
）
の
税
額
が

　

30
万
円
を
超
え
る
も
の

②
納
期
限
が
過
ぎ
て
い
る
も
の

③ 

当
初
よ
り
納
付
書
に
バ
ー
コ
ー
ド
が

つ
い
て
い
な
い
も
の

④
バ
ー
コ
ー
ド
に
傷
や
汚
れ
が
あ
る
も
の

　

市
税
等
を
納
期
限
ま
で
に
納
付
し
て

い
た
だ
け
な
い
場
合
は
、
本
来
納
め
る

べ
き
税
額
の
ほ
か
に
法
律
の
定
め
に
よ

り
、
延
滞
金
（
年
14
・
6
％
）
を
納
め

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
た
だ
し
、
納
期
限
の
翌
日
か
ら
１
カ

月
は
「
年
7
・
3
％
」（
当
分
の
間
は
４
・

３
％
）

　

失
業
や
病
気
な
ど
の
や
む
を
得
な
い

理
由
か
ら
、
納
期
限
ま
で
に
納
付
で
き

な
い
方
は
、
収
入
明
細
書
な
ど
、
そ
の

内
容
が
分
か
る
資
料
を
ご
持
参
の
う
え
、

早
め
に
収
納
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

収
納
課（
内
線
１
４
１
）

　
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
推
薦
の
農
業
委
員
辞

職
に
と
も
な
い
、
新
た
に
後
任
に
推
薦

さ
れ
た
武
井
國
昭
氏
が
７
月
１
日
付
で

市
か
ら
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
任
期
は
平
成
24
年
４
月
22
日

ま
で
と
な
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　
　

　

農
業
委
員
会
（
内
線
２
８
９
）

　

今
回
は
市
が
都
市
計
画
に
関
す
る
基

本
的
な
方
針
を
定
め
る
「
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

　
「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
と

は
、
市
の
基
本
構
想
を
示
し
た
「
総
合

振
興
計
画
」
や
、
県
が
定
め
る
「
都
市

計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
お
よ
び
保
全

の
方
針
」
に
即
し
て
、
市
が
よ
り
地
域

に
密
着
し
た
観
点
か
ら
、
そ
の
創
意
工

夫
に
よ
り
策
定
す
る
計
画
で
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
都
市
の
将
来
像
を
明
確
に
し
、

そ
の
実
現
に
向
け
た
大
き
な
道
筋
が
示

さ
れ
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
」
策
定
に
向
け
た
作
業
を
進
め

て
い
ま
す
。
今
後
、
市
民
の
意
見
を
反

映
さ
せ
る
第
一
歩
と
し
て
、
都
市
づ
く

り
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
都
市

づ
く
り
に
関
す
る
考
え
方
や
意
見
を
収

集
・
分
析
し
た
上
で
、
将
来
の
都
市
づ

く
り
に
お
け
る
主
要
課
題
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

　

今
回
は
、弥
勒
の
円
照
寺
に
あ
る「
お

種
さ
ん
資
料
館
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

〝
お
種
さ
ん
〞
と
い
う
名
前
に
馴
染
み

の
な
い
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

簡
単
に
説
明
す
る
と
、
お
種
さ
ん
と
は
、

田
山
花
袋
著
「
田
舎
教
師
」
と
い
う
小

説
の
登
場
人
物
で
す
。
主
人
公
が
勤
務

す
る
三
田
ヶ
谷
村
弥
勒
高
等
尋
常
小
学

校
（
現
在
の
羽
生
市
立
三
田
ヶ
谷
小
学

校
）
近
く
の
小
川
屋
と
い
う
料
理
屋
の

娘
で
、
飲
食
、
宴
会
の
場
と
し
て
利
用

し
て
い
た
際
に
深
く
関
わ
っ
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

資
料
館
で
は
、
当
時
小
川
屋
で
使
用

さ
れ
て
い
た
食
器
や
お
種
さ
ん
の
私
物

な
ど
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
小
説
の
背

景
や
歴
史
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
一
度
、
文
学
と
歴
史
の
世

界
に
足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　

皆
さ
ん
の
身
近
で
、
羽
生
市
内
の
魅

力
あ
る
ス
ポ
ッ
ト
等
の
情
報
を
募
集
し

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
感
じ

る
こ
と
や
疑
問
に
思
う
こ
と
が
あ
れ

ば
、
ど
し
ど
し
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

　
〝
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
〞へ
の
ご
意
見
や

〝
い
い
と
こ
ミ
ー
ッ
ケ
〞へ
の
情
報
提
供

先
は
都
市
計
画
課
（
内
線
２
７
３
）

〈
℻  （
５
６
１
）６
３
８
０
〉

Ｅ
メ
ー
ル　

toshikei@
city.hanyu.lg.jp

（有）スズヨシ　048－561－3261
羽生市西１ー１ー１　羽生駅前西口ロータリー横

フ
ジ
テ
レ
ビ
「
と
く
ダ
ネ
！
」
で

当
社
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

フ
ジ
テ
レ
ビ『
エ
チ
カ
の
鏡
』

で
放
送
さ
れ
ま
し
た

第14回「鈴木ゆり子の大家塾」
開催日 2011年9月18日（日）
会　場 羽生市民プラザ　時　間 13:30～16:00
セミナー 「アパート投資の王道」
　　　　経済危機にも左右されない「投資の王道」8ヶ条とは…。
講　師 白岩 貢先生  「アパート投資の王道」ダイヤモンド社著者
　　　  　　　　　　新「アパート投資の王道」ごま書房
無料相談 有り（要予約）
予約電話番号  050（5552）9312　FAX　048（561）3269

第14回「鈴木ゆり子の大家塾」第14回「鈴木ゆり子の大家塾」

滞
納
へ
の
対
応
策

延
滞
金
の
納
付
に
つ
い
て

納
税
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

納
税
に
は
便
利
な
口
座
振
替
を

コ
ン
ビ
ニ
で
も
納
付
が
で
き
ま
す

種　　　　　　　類
件　　数

21年度 22年度

不動産
土  地 ・ 建  物
（参加差押含む） 11 7

自　　動　　車 0 0

債　権

預　　貯　　金 48 66
生  命  保  険 3 4
所 得 税 還 付 金 49 51
他市市税還付金 1 0
出　　資　　金 0 0
給　　　　　与 4 12

動　　　　　　　　産 2 1
合　　　　　　　　計 118 141

　　【差 押 執 行 件 数】　　　（表１）

農
業
委
員
交
代
の
お
知
ら
せ武井  國昭  氏

（南５丁目）

第32回
都市づくり
フォーラム

❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖

❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖

❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖

 

○
都
市
づ
く
り
ト
ピ
ッ
ク
ス

❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖

❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖

❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖

 

○
羽
生
の
い
い
と
こ
ミ
ー
ッ
ケ

❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖

❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖

❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖

 

○
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

こ
の
都
市
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
コ
ー
ナ
ー
は
、

都
市
づ
く
り
に
お
け
る
情
報
発
信
や
、
市
民
の
皆

さ
ん
と
の
意
見
交
換
を
行
う
た
め
の
場
で
す
。

館内

お種さん
資料館入口

至 

羽
生
市
街

至 

大
利
根

至 

栗
橋

至 

行
田

至 加須

至 館林

コイン精米所 羽生外野栗橋線

コンビニ
エンスストア

円照寺

羽生東
中学校

羽生栗橋線

★

東
北
自
動
車
道

弥勒橋

羽生PA

羽生IC

税
金
は
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
！

【督促状の発送から
　　滞納処分まで】

納期限日に未納
⇩

督促状発送
⇩

督促状発送から
10日経っても未納

⇩
滞納処分の対象
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住民票

　

社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、

男
女
は
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、

ま
た
、
と
も
に
責
任
を
分
か
ち
合
う
存

在
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
広
く
市
民
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
伺
い
、
男
性
も
女
性
も

と
も
に
豊
か
に
暮
ら
す
た
め
、
「
羽
生

市
女
性
会
議
」
に
お
い
て
、
男
女
共
同

参
画
の
現
状
と
施
策
に
つ
い
て
協
議
・

検
討
し
て
い
た
だ
け
る
委
員
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

▽
応
募
資
格

　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方

▽
募
集
人
員　

若
干
名

▽
任
　
　
期　

２
年

▽
応
募
方
法　

応
募
の
動
機
ま
た
は
男

女
共
同
参
画
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
文
を

400
字
詰
め
原
稿
用
紙
２
枚
以
内
に
ま
と

め
、
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
性

別
・
職
業
・
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、

次
ま
で
持
参
ま
た
は
郵
送
く
だ
さ
い
。

▽
提
出
先　

〒
３
４
８

－

０
０
５
３

　

 　

羽
生
市
南
５

－

４

－

３

　
　

羽
生
市
女
性
セ
ン
タ
ー

　

（
休
館
日　

毎
週
火
曜
日
・
祝
日
）

▽
提
出
期
限　

９
月
16
日
㈮
必
着

▽
問
い
合
わ
せ　

女
性
セ
ン
タ
ー

　

〈
☎（
５
６
１
）１
６
８
１
〉

　

自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
、

住
民
票
の
写
し
の
請
求
や
引
っ
越
し
に

と
も
な
う
水
道
関
係
手
続
、
妊
娠
の
届

け
出
や
犬
の
登
録
な
ど
を
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

夜
間
・
休
日
問
わ
ず
、24
時
間
３
６
５

日
申
請
可
能
（
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時
間
を

除
く
）
で
す
の
で
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
「
電
子
申
請
」
の
ペ
ー
ジ
に
ア

ク
セ
ス
し
て
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.city.hanyu.lg.jp/

※
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
左
側
の
【
電
子
市
役

所
】
か
ら
【
電
子
申
請
】
を
ク
リ
ッ
ク

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

企
画
課（
内
線
３
８
４
）

　

東
日
本
大
震
災
発
生
時
、
市
内
で
も

震
度
５
強
の
非
常
に
大
き
な
揺
れ
が
観

測
さ
れ
、
建
物
の
瓦
の
落
下
や
土
地
の

液
状
化
等
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

大
地
震
は
、
い
つ
ど
こ
で
起
き
て
も

お
か
し
く
な
い
状
況
で
す
。
大
切
な
家

族
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
に
も
、

ま
ず
自
分
の
家
に
ど
の
程
度
の
耐
震
性

が
あ
る
か
を
知
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
木
造
住
宅
の
無
料
簡
易
耐
震

診
断
お
よ
び
耐
震
診
断
に
対
す
る
補
助

金
の
交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▽
無
料
簡
易
耐
震
診
断

　

 

建
築
確
認
申
請
等
の
図
面
を
元
に
、

パ
ソ
コ
ン
の
診
断
ソ
フ
ト
を
用
い
て

行
う
簡
易
な
診
断
で
す
。

※
現
地
調
査
は
行
い
ま
せ
ん
。

▽
耐
震
診
断
補
助
金
交
付
制
度

　

 

建
築
士
に
よ
る
現
地
調
査
を
含
め
た

詳
細
な
耐
震
診
断
を
行
っ
た
場
合
、

診
断
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま

す
。

※ 

ど
ち
ら
の
場
合
も
、
昭
和
56
年
以
前

に
建
築
さ
れ
た
２
階
建
て
以
下
の
木

造
住
宅
が
対
象
で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
　
　

　

開
発
建
築
課
（
内
線
２
６
１
）

　

職
業
に
関
す
る
情
報
や
求
人
情
報
の

入
手
方
法
、
活
用
方
法
を
学
び
ま
す
。

　

特
に
女
性
が
働
き
や
す
い
職
場
を
見

つ
け
る
た
め
の
、
求
人
情
報
の
見
方
の

ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
ま
す
。

　

こ
の
講
座
は
託
児
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り

ま
す
の
で
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
が
い
る
方

も
安
心
し
て
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
テ
ー
マ
　

　

「
情
報
収
集
お
役
立
ち
セ
ミ
ナ
ー
」

▽
対
　
象　

再
就
職
を
希
望
す
る
女
性

▽
日
　
時　

９
月
16
日
㈮

・
セ
ミ
ナ
ー　

午
前
10
時
〜
正
午

・
仕
事
相
談　

午
後
１
時
15
分
〜
２
時

　
　
　
　
　
　

午
後
２
時
15
分
〜
３
時

▽
場
　
所
　

　

パ
ー
プ
ル
羽
生
（
女
性
セ
ン
タ
ー
）

▽
定
　
員　

セ
ミ
ナ
ー
20
名　

　
　
　
　
　

仕
事
相
談
２
名

▽
費
　
用　

無
料

▽
講
　
師　

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

▽ 

託
児
サ
ー
ビ
ス

　

１
歳
６
ヵ
月
〜
就
学
前
（
無
料
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

 

９
月
９
日
㈮
ま
で
に
パ
ー
プ
ル
羽
生

〈
☎（
５
６
１
）１
６
８
１
〉へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
雇
用
保
険
受
給
者
へ

　

の
受
講
証
明
書
発
行

　

あ
り

羽
生
市
女
性
会
議
の
委
員
を

募
集
し
ま
す

電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

あ
な
た
の
家
は
大
丈
夫
？

働
き
た
い
あ
な
た
へ

再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

敬老祝金等の対象年齢および
贈呈額が変わります
　市の高齢化率は22.2％を超え、ひとり暮らし高齢者や高齢
者世帯も年々増加し、介護や支援を必要とする高齢者が急増
しています。
　一人ひとりの高齢者が住み慣れた地域で、安心して生活し
てくために、日常の安否確認等地域の見守り体制を充実させ
ていく事が必要です。
　この様な高齢者施策を踏まえて、今年度から敬老祝金等の
贈呈を長寿祝いの節目の年に変更することとなりましたので
お知らせします。
▷敬老祝金等対象年齢および贈呈額等
【改正前】
　満80・85・88歳（5,000円）
　満90・95・99歳（10,000円）
　満100歳（30,000円）
　市内最高齢者(記念品)
【改正後】
　満77歳（5,000円）
　満88歳（10,000円）
　満99歳（20,000円）
　満100歳（記念品）※誕生月に市長が表敬訪問をします
　市内最高齢者(記念品)※誕生月に市長が表敬訪問をします
※ なお、市内に1年以上（基準日9月1日）居住している方が
対象となり、民生委員が9月中にお届けします。
▷問い合わせ　保健医療課（内線180）

住宅リフォーム補助制度のご案内
　この制度は、市民が「市内の施工業者」により個人住宅の改修工事等を行った
場合に、市がその経費の一部を助成するものです。東日本大震災の被害による住
宅の補修工事にもご利用いただけます。
▷対象となる住宅・工事
　・現在居住している自己所有の住宅（アパート等は対象外）
　・ 住宅の修繕・改築等を「市内の施工業者」が行う工事で、20万円（消費税
別）以上のもの

▷対象となる方
　・申込日現在、羽生市に住民登録を行っている方
　・市税および市の各種資金の貸し付けについて滞納がない方
　・対象となる住宅について、市の同様の制度による助成を受けていない方
　　 （ただし、震災の被害による補修工事については、通常の住宅リフォーム補
助のほか、別に１回ご利用になれます。）

▷助成金額
　・ 改修工事費（消費税別）の５％相当額（千円未満切り捨て）で、10万円を最
高限度額とします。

▷申請に必要な書類
　①申請書（商工観光課窓口または市のホームページから取得）
　②住民票または外国人登録原票記載事項証明書【市民生活課で交付】
　③滞納なしの証明書（羽生市住宅改修補助金交付申請専用様式）【税務課で交付】
　④家屋課税証明書【税務課で交付】
　⑤改修の見積書の写し
　⑥改修の図面
　⑦改修工事前の現場写真
▷その他
　・申請は必ず工事着工前に行ってください。
　・申請は商工観光課（市民プラザ内）にお願いします。
　・ 建築確認を必要とする工事については、工事完了後に検査済証の写しを提出
してください。

　・ 「市内の施工業者」とは、市内に事業所を有する住宅改修等の工事を行う業
者です。

▷問い合わせ　商工観光課＜☎（560）3111＞
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フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ

ー
は
、
安
心
し
て
子
供
を
育
て
る
環
境

づ
く
り
の
た
め
、
勤
労
者
や
家
庭
で
子

育
て
に
奮
闘
し
て
い
る
方
を
支
援
す
る

会
員
登
録
制
の
組
織
で
す
。

　

会
員
の
種
類
は
、
支
援
を
受
け
た
い

「
依
頼
会
員
」
と
支
援
を
行
い
た
い
「
協

力
会
員
」
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、「
協
力
会
員
」
と
し
て
活
動

し
て
い
た
だ
け
る
方
を
養
成
す
る
た
め

の
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
講
習
会
の
受
講
生

を
募
集
し
ま
す
。

▽ 

対
　
象　

市
内
在
住
、
65
歳
未
満
で
、

全
日
程
を
受
講
可
能
な
方
（
受
講
後

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ

ー
の
活
動
が
で
き
る
方
）

▽
期
　
日
　
　

９
月
７
日
㈬

・
乳
幼
児
の
発
達
と
安
全
（
講
義
）

・ 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ

ー
の
概
要
（
講
義
）

９
月
８
日
㈭　

・ 

日
本
赤
十
字
社  

幼
児
安
全

法
（
実
技
）

９
月
９
日
㈮　

 

・
子
ど
も
の
栄
養（
調
理
実
習
）

▽
時
　
間

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▽
場
　
所　

パ
ー
プ
ル
羽
生

▽
定
　
員　

15
名（
先
着
順
）

▽
費
　
用　

無
料

▽ 

申
込
方
法　

８
月
31
日
㈬
ま

で
に
子
育
て
支
援
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

※ 

託
児
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す

の
で
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
が

い
る
方
も
、
お
気
軽
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
　

　

子
育
て
支
援
課（
内
線
１
９
３
）

　

親
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
子
ど
も
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
、
す
べ
て
上

手
く
い
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
で
す

よ
ね
。

　

自
分
の
気
持
ち
の
状
態
を
知
り
、
そ

の
時
に
合
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
方
法
を
学
ぶ
・
・
・
。

　

そ
れ
が
「
親お
や
ぎ
ょ
う業講

座
」
で
す
。

　

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
　
時　

９
月
10
日
㈯

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▽
場
　
所　

ワ
ー
ク
ヒ
ル
ズ
羽
生

▽
費
　
用　

無
料

▽
講
　
師　

大
野 

淳
子 

氏

▽ 

申
し
込
み　

不
要

　

（
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
）

▽
主
　
催

　

羽
生
地
区
更
生
保
護
女
性
会

▽
問
い
合
わ
せ
　

　

社
会
福
祉
課
（
内
線
１
７
９
）

　

手
話
を
学
ん
で
、
も
っ
と
交
友
関
係

を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽ 

期
　
間　

10
月
３
日
㈪
か
ら
平
成
24

年
２
月
22
日
㈬
ま
で
の
月
・
水
曜
日

　
（
36
回
）
※
祝
日
、年
末
年
始
は
除
く

▽
時
　
間　

午
後
７
時
〜
９
時

▽
場
　
所　

市
民
プ
ラ
ザ

※ 

11
月
２
日
、
12
月
26
日
は
ワ
ー
ク
ヒ

ル
ズ
羽
生

▽
受
講
資
格
　

　

市
内
在
住
・
在
学
の
方
（
中
学
生
以

上
）
で
入
門
修
了
者
ま
た
は
そ
れ
以
上

の
技
術
を
お
持
ち
の
方

▽
定
　
員　

30
名

▽
費
　
用　

１
４
７
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

▽
申
込
方
法
　
　

　

９
月
22
日
㈭
ま
で
に
電
話
ま
た
は
直

接
、
社
会
福
祉
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
　

　

社
会
福
祉
課
（
内
線
１
５
８
）

　

狂
犬
病
は
発
症
す
る
と
有
効
な
治
療

法
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
人
に
も
伝

染
し
ま
す
。
狂
犬
病
に
か
か
る
前
に
必

ず
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
狂
犬

病
の
予
防
接
種
は
、
お
近
く
の
動
物
病

院
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
　

　

保
健
医
療
課
（
内
線
１
７
５
）

▽
日
　
時　

９
月
４
日
㈰

　
　
　
　
　

開
演
：
午
前
10
時

▽
場
　
所
　
産
業
文
化
ホ
ー
ル

▽
費
　
用　

無
料

▽
内
　
容
　

　

邦
楽
同
好
会
の
加
盟
13
団
体
会
員
に

よ
る
日
本
舞
踊
・
民
謡
民
舞
・
大
正
琴

の
舞
台
発
表

▽
問
い
合
わ
せ　

山
﨑

　

〈
☎（
５
６
１
）９
６
５
９
〉

保
育
サ
ー
ビ
ス
講
習
会

受
講
生
募
集
！

「
親
業
講
座
」
に
参
加
し
ま

せ
ん
か
？

手
話
講
習
会（
基
礎・中
級
）

を
開
催
し
ま
す

狂
犬
病
予
防
注
射
は

お
済
み
で
す
か
？

第
21
回
邦
楽
同
好
会
発
表
会

を
開
催
し
ま
す

地　区 会　　　　　　場
羽      生 市民プラザ
新郷第一 新郷第一小学校体育館
新郷第二 新郷第二小学校体育館
須      影 須影小学校体育館
岩      瀬 岩瀬小学校体育館
川      俣 川俣小学校体育館
井      泉 藤井下組公会堂
手 子 林 手子林小学校体育館
三田ヶ谷 三田ヶ谷小学校体育館
村      君 村君小学校体育館

敬老会にお越しください！
　市では、長寿と健康を祝して「敬老会」を開催します。地
区ごとに開催しますので、該当する地区でご参加ください！
■日　時　９月19日（月・祝）＜敬老の日＞
■会　場　　

※ 該当される方には、9月 5日㈪までに案内状をお届けし
ます。案内状が届かない方は、市社会福祉協議会へご連
絡ください。

▷問い合わせ　市社会福祉協議会（内線 542）

豪雨により
被害を受けた金山町への
支援にご協力を！

　このたび、７月29日から30日にかけて、福島県会津地方で
発生した記録的な豪雨は、2004年の「新潟・福島豪雨」を上
回り、福島県金山町では降り始めの27日から700ミリ近い雨量
を観測し、只

ただみがわ

見川の氾
はんらん

濫などにより家屋の流出や浸水、橋り
ょうや鉄橋の崩壊など甚大な被害を受けています。
　そこで、市では、被災した友好都市・金山町への募金活動
を実施しています。
　市民の皆さんからの募金は、金山町の復興支援に使わせて
いただきます。
　ご協力よろしくお願いします。

【期間】９月30日㈮まで
【場所】市役所、各公民館、市民プラザ、

女性センター

上記に募金箱を設置しています。

■問い合わせ　地域振興課（内線224）

振り込め詐欺にご注意ください！
募金に関して、市の職員が振り込みを
お願いすることはありません！

平成24年の成人式は

１月８日㈰に実施します
■市では成人式の式典・記念行事を次のとおり行います
・日　　時　　　平成24年1月8日㈰　午前10時30分～正午
・場　　所　　　産業文化ホール（大）
・そ の 他　　　対象者には、12月上旬に案内状を郵送します。

■成人式実行委員の募集
　新成人の皆さんのフレッシュな感覚に期待していますので、ぜひご応
募ください。
・対　　象　　 市内在住で、平成3年4月2日から平成4年4月1日生ま

れの方
・募集人数　　3名
・内　　容　　成人式式典、記念行事の企画・運営など
・申込方法　　 9月9日㈮までに生涯学習課へ電話または直接お申し込

みください。
■問い合わせ　　生涯学習課（内線313）
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逆
流
性
食
道
炎
は
、
食
生
活
の
欧
米
化

や
、
喫
煙
、
飲
酒
、
肥
満
、
ス
ト
レ
ス
な

ど
、
生
活
習
慣
の
悪
化
に
よ
っ
て
日
本
人

に
急
増
し
て
い
る
病
気
で
す
。

　

食
道
と
胃
の
つ
な
ぎ
目
に
は
、
下
部
食

道
括
約
筋
と
い
う
筋
肉
が
あ
り
、
通
常
は

胃
の
内
容
物
の
逆
流
を
防
止
す
る
働
き
を

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
加
齢
や
生
活
習

慣
の
悪
化
に
よ
り
、
食
道
括
約
筋
が
弱
っ

た
り
、
食
道
の
働
き
が
低
下
す
る
こ
と
で
、

胃
酸
の
食
道
へ
の
逆
流
が
促
さ
れ
、
逆
流

性
食
道
炎
が
起
こ
り
ま
す
。

　

主
な
症
状
は
、
胸
や
け
、
げ
っ
ぷ
、
呑ど
ん

酸さ
ん

（
口
の
中
が
酸
っ
ぱ
く
感
じ
る
）
な
ど

で
す
。
こ
の
ほ
か
に
、
胃
も
た
れ
、
胸
の

痛
み
、
満
腹
感
、
の
ど
の
違
和
感
、
慢
性

の
せ
き
、
ぜ
ん
そ
く
等
の
症
状
が
出
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
病
気
の
治
療
は
、
生
活
習
慣
の
改

善
や
胃
酸
を
抑
え
る
薬
物
療
法
が
主
体
で

あ
り
、
適
切
な
治
療
を
行
え
ば
、
重
症
化

す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
胃
酸
の
逆
流
が
長
期
に
わ
た

る
と
、
「
バ
レ
ッ
ト
食
道
」
や
、
そ
こ
か

ら
生
じ
る
「
バ
レ
ッ
ト
食
道
が
ん
」
と
い

う
特
殊
な
病
気
が
発
生
し
や
す
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
胸
や
け
、
胃
も
た
れ
な
ど
の
酸

が
逆
流
す
る
症
状
は
、
逆
流
性
食
道
炎
の

ほ
か
、
食
道
が
ん
、
胃
が
ん
な
ど
に
も
一

部
症
状
が
似
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
症
状
が
あ
る
方

は
、
一
度
は
内
視
鏡
検
査
を
受
け
る
こ
と

を
お
す
す
め
し
ま
す
。
最
近
で
は
、
経
鼻

内
視
鏡
検
査
な
ど
に
よ
っ
て
、
以
前
よ
り

苦
痛
な
く
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
早
め
に
医
師
に
相
談
し
、
診
察

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

医
師　
　

渡
辺　

實

　
　
　

 

㈣　

ご
っ
こ
遊
び

１
．
ま
ま
ご
と

　

一
枚
の
ゴ
ザ
を
敷し

き
、
こ
れ
が
遊
び
の
舞
台

と
な
り
ま
す
。
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
お
兄

ち
ゃ
ん
、
お
姉
ち
ゃ
ん
、
赤
ち
ゃ
ん
、
と
皆
が

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
決
め
、
生
活
が
始
ま
り
ま

す
。
時
代
と
と
も
に
、
並
ぶ
道
具
も
変
わ
っ
て

き
て
、
今
は
電
子
レ
ン
ジ
ま
で
あ
る
〝
お
ま
ま

ご
と
セ
ッ
ト
〞
が
売
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
昔
は

身
近
に
あ
る
も
の
を
上
手
に
見
立
て
て
遊
び

ま
し
た
。
捨
て
て
あ
る
板
を
ま
な
板
に
、
石
は

包ほ
う
ち
ょ
う
丁
、
木
の
枝
は
お
箸は

し

、
葉
っ
ぱ
は
お
皿
、
そ

し
て
泥
だ
ん
ご
、
イ
ヌ
タ
デ
の
赤
マ
ン
マ
の
ご

飯
、
レ
ン
ゲ
、
タ
ン
ポ
ポ
な
ど
を
使
っ
て
、
た

く
さ
ん
の
ご
馳ち

そ
う走
を
つ
く
り
、
お
皿
に
盛
り
つ

け
ま
し
た
。
主
役
は
も
ち
ろ
ん
お
母
さ
ん
で
し

た
。
口
ぶ
り
も
、
仕し

ぐ
さ草

も
、
お
母
さ
ん
役
の
子

ど
も
の
母
親
そ
っ
く
り
な
の
で
、
思
わ
ず
笑
っ

て
し
ま
う
程
ほ
ほ
え
ま
し
い
も
の
で
し
た
。

２
．
お
人
形
さ
ん
ご
っ
こ

　

母
親
に
作
っ
て
も
ら
っ
た
、
お
人
形
、
洋
服
、

着
物
、
寝
具
一
式
（
敷し
き
ぶ
と
ん

布
団
、
掛か

け

布
団
、
マ
ク

ラ
な
ど
）
を
き
れ
い
な
箱
の
中
に
入
れ
、
宝
物

の
よ
う
に
か
か
え
て
、
お
友
達
の
家
へ
遊
び
に

行
き
、
お
洋
服
を
着
せ
か
え
た
り
、

「
○
○
ち
ゃ
ん
は
い
い
子
だ
ネ
ン
ネ
し
な
ー
。」

と
歌
い
な
が
ら
、
お
人
形
さ
ん
を
寝
か
し
つ
け

た
り
、
抱だ

っ
こ
し
て
、

「
今
日
は
お
天
気
が
い
い
か
ら
、
お
ん
も
（
外
）

へ
行
こ
う
か
ね
。」

と
、
優
し
く
声
を
か
け
、
お
友
達
と
一
緒
に
庭

に
出
て
、
き
れ
い
な
花
が
あ
る
と
、

「
ほ
ら
、
き
れ
い
な
お
花
で
し
ょ
？
」

と
お
人
形
さ
ん
に
見
せ
、
自
分
が
本
当
の
お
母

さ
ん
に
な
り
き
っ
て
、
一
日
中
遊
び
ま
し
た
ね
。

３
．
ち
ゃ
ん
ば
ら
ご
っ
こ

　

男
の
子
の
十
八
番
、
刀
に
見
立
て
た
棒
を
腰

に
さ
し
、
そ
れ
を
抜
い
て
相
手
と
チ
ャ
ン
チ
ャ

ン
バ
ラ
バ
ラ
、
何
が
お
も
し
ろ
い
の
か
女
の
子

に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
半
日
で
も
遊
ん
で
い

ま
し
た
。

４
．
赤
ち
ゃ
ん
ご
っ
こ

５
．
お
医
者
さ
ん
ご
っ
こ

６
．
買
い
物
ご
っ
こ

７
．
学
校
ご
っ
こ

逆流性食道炎

 

　
　
　     

（
俳
句
連
盟
会
員
・
五
十
音
順
）

梅
雨
長
し
復
興
の
道
な
ほ
長
し

　
　
　

上
羽
生　

津
田　

成
子

幾
千
の
色
を
展
げ
て
花
菖
蒲

　
　
　
　

本
川
俣　

堤　
　

瑞
枝

小
松
社
の
青
梅
石
に
弾
み
け
り

　
　
　

上
新
郷　

手
島　

美
枝

庭
下
駄
に
素
足
昭
和
を
懐
か
し
む

　
　

中
央
三　

寺
井　

芳
子

甘
い
香
を
放
ち
濡
れ
咲
く
花
楝

　
　
　

北
荻
島　

戸
ヶ
﨑
淳
子

山
襞
の
幾
重
い
く
重
に
峽
の
月

　
　
　

本
川
俣　

中
島　

京
子

大
雷
雨
土
の
匂
ひ
と
共
に
来
し

　
　
　

神　
　

戸　

西
田　

光
子

風
鈴
の
音
色
い
ろ
い
ろ
路
地
清
し

　
　

東　
　

一　

根
岸　

明
子

庭
隅
に
母
の
遺
愛
の
半
夏
生

　
　
　
　

今　
　

泉　

根
岸　

光
子

夏
帽
子
被
り
て
急
に
ハ
イ
カ
ラ
に

　
　

中
央
四　

長
谷
川
節
子

旅
三
日
梅
雨
の
晴
間
を
賜
は
り
ぬ

　
　

中
手
子
林　

長
谷
川
好
子

廃
屋
を
囲
み
十
薬
花
盛
り

　
　
　
　
　
喜
右
エ
門
新
田　

萩
原　

澄
江

合
歓
咲
け
ど
渡
り
て
行
け
ぬ
太
鼓
橋

　

中
央
五　

蓮
見
由
美
子

曇
り
日
や
太
藺
の
花
の
水
明
り

　
　
　

南　
　

五　

羽
鳥　

茂
子

腕
枕
し
び
れ
切
ら
し
て
昼
寝
覚

　
　
　

上
川
俣　

早
川　

森
子

  

　
　
　    

（
羽
生
短
歌
会
）

信
州
の
弥
生
の
と
き
に
一
人
来
し

白
梅
か
ほ
り
て
ふ
わ
り
さ
迷
う

　
　
　

羽　
　

生　

福
島　

清
江

根
と
芽
切
り
洗
う
容
器
に
ら
っ
き
ょ
う
が

な
べ
て
上
向
き
夏
の
香
放
つ

　
　
　
　

南　
　

五　

今
成
マ
サ
子

被
災
地
の
瓦
礫
の
中
に
勢
い
立
つ

夏
草
じ
っ
と
見
つ
む
る
人
よ

　
　
　
　

南　
　

六　

折
原　

秀
子

短
　
歌

俳
　
句

昔がたり

羽生

羽
生
の
遊
び
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「
女
性
の
た
め
の
相
談
室
」を
ご
存
知
で
す
か
。

　

女
性
セ
ン
タ
ー
相
談
室
に
は
、
自
分
自
身
の

生
き
方
、
夫
婦
間
の
問
題
、
介
護
、
子
ど
も
・

親
な
ど
家
族
と
の
関
係
、
職
場
で
の
人
間
関
係
、

ま
た
、
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
心
身
の
不
調
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ど
ん
な
些さ
さ
い細
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。
一
人

で
悩
ま
ず
、
私
た
ち
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

　

相
談
室
で
は
、
相
談
者
の
お
話
を
伺
い
な
が

ら
、
気
持
ち
の
整
理
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

　

堂
々
巡
り
し
て
い
た
こ
と
や
、
さ
ま
ざ
ま
な

自
分
の
思
い
が
、
人
（
相
談
員
）
に
話
す
こ
と

で
気
持
ち
の
整
理
が
つ
い
た
り
、
自
分
が
ど
う

し
た
い
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
気
付
い
た
り
し

ま
す
。

　

ま
た
、
ど
こ
に
悩
み
を
相
談
し
た
ら
よ
い
か

わ
か
ら
な
い
よ
う
な
場
合
は
、
必
要
に
応
じ
て

他
の
適
切
な
機
関
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

専
門
の
女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
、
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
。（
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
）

　

ま
ず
は
、
女
性
セ
ン
タ
ー
〈
☎
（
５
６
１
）

１
６
８
１
〉
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
火
曜
日
休
館
）

◆
利
用
方
法
（
要
予
約
）

▽
相
談
日
時　

毎
月
第
１
〜
４
水
曜
日　

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

▽
相
談
場
所　

女
性
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

※
面
談
ま
た
は
電
話
相
談

▽
電
話
相
談
専
用
番
号

　
〈
☎（
５
６
３
）５
２
７
２
〉

人
権
推
進
課
男
女
共
同
参
画
係

女
ひと

と男
ひと

ご利用ください「女性のための相談室」

ままごと

巻きずし



有料広告

　

五ヶ谷禮
り と

士ちゃん
H22.11.28生（堤）
▷いっぱい食べてパパより大きくなーれ！！

櫻井健
たける

生ちゃん
H23.3.20生（下手子林）
▷ ちょっと泣き虫だけど、いつも元気いっぱいの
　健生くん。身も心も健康な子になってね。

五味渕モカちゃん
H23.4.23生（東３丁目）
▷笑顔が素敵なモカ。家族の宝物です。

 このコーナーの写真を募集！
▷対象　市内在住の小学生未満のお子さん
▷ 応募方法　電話・メール・ＦＡＸまたはハガキで保護者の住所・
氏名・電話番号、お子さんの名前、メッセージをお伝えください。
　※メールで応募される場合は、件名に「わんぱくちゃん」と明
　　記してください。
　（受付順に掲載月を決めます）

▷あて先
　〒348－8601 羽生市東6－15 秘書広報課
　e-mail koho@city.hanyu.lg.jp
　ＦＡＸ（562）3500
▷問い合わせ　秘書広報課（内線203）　

お待ちして
いま～す ！ 携帯のメールから

申し込みもＯK ！
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私
た
ち
は
、
手
子
林
公
民
館
で
行
わ

れ
た
水
彩
画
講
座
を
修
了
後
、
「
彩
光

会
」
と
し
て
結
成
し
た
水
彩
画
の
グ
ル

ー
プ
で
す
。

　

こ
の
会
が
発
足
し
て
４
年
目
を
迎
え

ま
す
が
、
会
員
同
士
が
楽
し
く
、
和
気

あ
い
あ
い
と
し
た
人
間
関
係
を
築
く
こ

と
も
目
的
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

活
動
は
毎
月
２
回
、
第
２
・
４
週
の

土
曜
日
の
夜
間
、
手
子
林
公
民
館
で
行

っ
て
い
て
、
会
員
は
好
み
の
絵
の
具
と

色
彩
で
自
由
に
楽
し
く
、
感
情
豊
か
な

作
品
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

指
導
者
の
飛
田
先
生
は
、
会
員
一
人

ひ
と
り
に
対
し
て
、
的
確
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
し
て
く
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
満
足

い
く
作
品
が
出
来
上
が
っ
た
と
き
の
充

実
感
は
ひ
と
し
お
で
す
。

　

ま
た
、
私
た
ち
は
年
に
数
回
の
写
生

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
春
の
新
緑
や
秋

の
紅
葉
、
ま
た
身
近
な
季
節
の
移
り
変

わ
り
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

水
彩
画
や
油
絵
な
ど
を
習
っ
て
み
た

い
と
思
っ
て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

小
川

　

〈
☎
（
５
６
５
）
２
８
４
８
〉

水
彩
画
ク
ラ
ブ「
彩
光
会
」

塩　

谷　

美
代
子　

様　

42
歳　

中
央
３

奈　

良　

き　

い　

様　

88
歳　

中
央
５

小　

針　

元　

利　

様　

78
歳　

南　
　

８

岩　

田　

庫　

吉　

様　

92
歳　

西　
　

２

川　

邉　
　

喜　
　

様　

65
歳　

西　
　

５

高　

杉　

友　

久　

様　

55
歳　

西　
　

５

深　

澤　

正　

雄　

様　

88
歳　

南
羽
生
１

西　

本　

ト
シ
子　

様　

66
歳　

羽　
　

生

岸　

田　

寛　

一　

様　

82
歳　

下
新
郷

大　

谷　

利　

男　

様　

82
歳　

下
新
田

藤　

野　

寿　

三　

様　

88
歳　

上
新
郷

熊　

木　

つ
ね
子　

様　

73
歳　

須　
　

影

野　

川　

可　

乃　

様　

97
歳　

須　
　

影

羽　

鳥　

秀　

雄　

様　

73
歳　

砂　
　

山

森　

田　

一　

夫　

様　

80
歳　

砂　
　

山

堀　

口　
　

猛　
　

様　

80
歳　

中
岩
瀬

木　

戸　

政　

子　

様　

88
歳　

稲　
　

子

田　

次　

正　

雄　

様　

84
歳　

今　
　

泉

勝　

見　

伴　

七　

様　

76
歳　

藤
井
上
組

村　

田　

敏　

弘　

様　

69
歳　

藤
井
上
組

鈴　

木　
　

忠　
　

様　

79
歳　

上
手
子
林

吉　

岡　

芳　

枝　

様　

90
歳　

上
手
子
林

大
和
田　
　

清　
　

様　

92
歳　

上
手
子
林

坂　

圦　

道　

夫　

様　

77
歳　

中
手
子
林

長　

島　

留　

吉　

様　

81
歳　

北
荻
島

小　

菅　

キ　

チ　

様　

92
歳　

三
田
ヶ
谷

小　

菅　

ト
ヨ
子　

様　

82
歳　
喜
右
ェ
門
新
田

中　

川　

静　

江　

様　

87
歳　
喜
右
ェ
門
新
田

峯　

嵜　

正　

則　

様　

85
歳　

上
村
君

　

お
く
や
み　
（
ご
遺
族
の
希
望
・
了
解
の
あ
っ
た
方
）　　

　

★
蔵
書
点
検
に
伴
う
臨
時
休
館

　

９
月
26
日
㈪
か
ら
30
日
㈮
ま
で
、
蔵
書
点

検
（
18
万
冊
の
一
斉
点
検
）
の
た
め
休
館
し

ま
す
。

　

お
探
し
の
本
を
迅
速
に
提
供
で
き
る
よ
う
、

利
用
し
や
す
い
本
棚
に
す
る
た
め
の
作
業
で

す
。
休
館
中
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

利
用
者
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
が
る
休
館

で
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

★
貸
出
レ
シ
ー
ト
が

　
　
　
　

出
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

　

７
月
か
ら
、
貸
出
レ
シ
ー
ト
を
利
用
者
に

お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
現
在
借
り
て
い
る
本
と

返
却
日
が
一
目
で
分
か
り
ま
す
。
ま
た
、
レ

シ
ー
ト
が
手
元
に
残
る
こ
と
で
、
過
去
に
利

用
し
た
本
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
有
効
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

★
予
約
本
の
受
け
取
り
は
お
早
め
に

　

図
書
館
で
は
、
利
用
者
が
予
約
し
た
本
が

用
意
で
き
た
段
階
で
、
メ
ー
ル
や
電
話
で
ご

連
絡
し
て
い
ま
す
。
取
り
置
き
が
で
き
る
期

間
は
二
週
間
で
す
。中
に
は
、た
く
さ
ん
の
方

が
予
約
を
し
て
待
っ
て
い
る
本
も
あ
り
ま
す
。

連
絡
が
あ
っ
た
ら
、
な
る
べ
く
早
く
借
り
に

来
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
に
少
し
で
も
早
く

読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

☆
ち
い
さ
な
お
は
な
し
会

▽
日
時　

９
月
２
・
16
日
㈮

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
か
ら

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
手
遊
び
な
ど

▽
会
場　

お
は
な
し
の
へ
や

☆
お
は
な
し
会

▽
日
時　

９
月
10
日
㈯　

　
　
　
　

午
前
11
時
か
ら

　

お
は
な
し
・
大
型
絵
本
な
ど

▽
会
場　

お
は
な
し
の
へ
や

図
書
館
　
　

　
　
だ
よ
り

☎561‒8233

９
月
19
・
23
日
㈷
は
開
館
し
ま
す

羽生市　図書館 検索⬅



　

日
頃
の
成
果
を
発
表
す
る
良
い
機
会

で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
　
時　

12
月
11
日
㈰

　
　
　
　
　

開
演
：
午
後
１
時
30
分

▽
場
　
所　

産
業
文
化
ホ
ー
ル
（
小
）

▽ 

募
集
団
体　

市
内
で
郷
土
芸
能
を
行

う
団
体
（
お
お
む
ね
８
団
体
）

▽
費
　
用　

無
料

▽ 

そ
の
他　

発
表
は
一
団
体
に
つ
き
約
15
分

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

　

 

８
月
29
日
㈪
か
ら
９
月
９
日
㈮
ま
で

に
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
生
涯
学
習

課
（
内
線
３
１
４
）
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▽
日
　
時　

９
月
11
日
㈰

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

▽
場
　
所　

パ
ー
プ
ル
羽
生

▽
出
　
演　

ビ
コ
ー
ズ
（
♪
〝
昭
和
の

う
た
〞を
歌
う
オ
ヤ
ジ
バ
ン
ド
で
す
♪
）

▽
費
　
用　

無
料

▽
問
い
合
わ
せ　

パ
ー
プ
ル
羽
生

　
〈
☎（
５
６
１
）１
６
８
１
〉

　

市
内
の
藍
染
め
商
品
取
り
扱
い
業
社

の
商
品
を
販
売
し
て
い
る
専
門
店
「
ふ

れ
藍
シ
ョ
ッ
プ
」
が
、
市
民
プ
ラ
ザ
１

階
で
営
業
し
て
い
ま
す
。

　

お
土
産
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
最
適
な
も

の
ば
か
り
を
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
営
業
時
間

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
（
定
休
日
：

毎
週
水
曜
日
、
市
民
プ
ラ
ザ
休
館
日
）

■
藍
染
め
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

市
民
プ
ラ
ザ
に
は
、
藍
染
め
体
験
が

で
き
る
藍
工
房
が
あ
り
ま
す
。

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ハ
ン
カ
チ
や
Ｔ
シ
ャ

ツ
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

▽
藍
工
房
開
館
時
間

　

毎
週
火
・
木
・
日
曜
日

　

午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時

※
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

※ 

藍
の
状
態
に
よ
っ
て
は
、
体
験
が
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽ 

費
　
用

　

 

一
人
あ
た
り
１
回
５
０
０
円（
大
人
）、

　

２
０
０
円
（
小
・
中
学
生
）

※
団
体
割
引
も
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課

　
〈
☎（
５
６
０
）３
１
１
１
〉

■
ひ
ま
わ
り
サ
ロ
ン
（
調
理
実
習
）

　【
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
料
理
】

▽
日
　
時　

９
月
16
日
㈮

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜

▽
場
　
所　

三
田
ヶ
谷
公
民
館

▽
定
　
員　

20
名
（
先
着
順
）

▽
費
　
用　

５
０
０
円

▽
講
　
師　

管
理
栄
養
士

▽
用
意
す
る
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん

■
い
が
ま
ん
じ
ゅ
う
作
り
講
座

▽
日
　
時　

９
月
30
日
㈮

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜

▽
場
　
所　

三
田
ヶ
谷
公
民
館

▽
定
　
員　

20
名
（
先
着
順
）

▽
費
　
用　

６
０
０
円

▽
講
　
師　

奥
澤 

近
子 

氏

▽
用
意
す
る
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん

■ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
 

各
講
座
と
も
、
８
月
24
日
㈬
午
前
９

時
か
ら
費
用
を
添
え
て
三
田
ヶ
谷
公

民
館
〈
☎（
５
６
５
）０
０
４
０
〉へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
日
　
時　

10
月
14・28
日
、11
月
18
日
㈮

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

▽
場
　
所　

須
影
公
民
館

▽
対
　
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

▽
定
　
員　

20
名
（
先
着
順
）

▽
費
　
用　

無
料

▽
内
　
容

・
第
１
回　

江
戸
の
力
士 

武
蔵
川
大
治
郎

・
第
２
回　

剣
士 

岡
田
十
松

・
第
３
回　

治
水
の
大
河
内
金
兵
衛

▽ 

講
　
師　

羽
生
市
文
化
財
保
護
審
議

委
員　

間
仁
田 

勝 

氏

▽ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

 

９
月
21
日
㈬
午
前
９
時
か
ら
、
須
影

公
民
館
〈
☎（
５
６
１
）０
６
６
７
〉

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

お
子
さ
ん
と
保
護
者
の
歯
の
審
査
を

行
い
ま
す
。
む
し
歯
が
あ
っ
て
も
、
治

療
し
て
あ
れ
ば
大
丈
夫
で
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
　
時　

９
月
29
日
㈭

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

▽
場
　
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

▽ 

対
　
象　

平
成
19
年
４
月
１
日
〜

　

 

20
年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

と
そ
の
保
護
者

▽
主
　
催　

羽
生
市
歯
科
医
師
会

▽ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

９
月
21

日
㈬
ま
で
に
、
保
健
医
療
課
（
内
線

１
７
５
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

燃
や
し
て
は
い
け
な
い
ご
み
収
集
日

（
毎
週
一
回
・
祝
日
も
収
集
）

月曜日 東大和町、大和町（東部） 火曜日 新郷の一部（１区～８区）
火曜日 元町、一丁目 手子林の一部（中手子林、北荻島、神戸）
水曜日 上町、本町、愛宕町、大和町（西部） 水曜日 岩瀬、三田ヶ谷
木曜日 東町 木曜日 川俣、村君
金曜日 相生町、旭町 金曜日 須影の一部（須影、加羽ヶ崎、下羽生）
土曜日 栄町 井泉の一部（発戸、今泉、尾崎、藤上東部）

月曜日 新郷の一部（９区～14区） 土曜日 須影の一部（秀安、砂山、上・下川崎）手子林の一部（上・下手子林、町屋） 井泉の一部（北袋、藤下、藤上西部）

資
源
ご
み
回
収
日

日

曜

日

第
一
・
三

大和町、元町、
愛宕町、旭町、栄町、
東町、新郷、岩瀬、
三田ヶ谷、村君

日

曜

日

第
二
・
四

一丁目、東大和町、
相生町、本町、上町、
須影、手子林、井泉、
川俣

燃やしてもよいごみは週３回収集です。ただし、祝日の収集はお休みです。
ごみは透明・半透明袋で、収集日の朝８時30分までに出してください。

無料相談コーナー ９月

心配ごと相談
▷日　時　９月７・14・21・28日㈬
　　　　　午前９時～正午
▷場　所　市役所101会議室
※21日は市役所303会議室
人権相談
▷日　時　９月20日㈫　午前10時～午後３時
▷場　所　市役所101会議室
司法書士相談（予約制）
　多重債務を中心に、相続・登記・後見制度
等の相談を受け付けます。事前にお申し込み
ください。
▷日　時　９月７日㈬　午後１時～４時
▷場　所　市役所101会議室
▷担　当　新井　明　氏
▷予約申込　市民生活課（内線132）
※相談時間は、一人50分間です。
登記・測量相談
　登記、土地建物調査、測量、境界等の相談
を受け付けます。
▷日　時　９月27日㈫　午後１時～４時
▷場　所　市役所101会議室
▷担　当　堀井　憲司　氏
行政相談
　行政全般（年金・道路・河川・福祉等）に
ついての相談を受け付けます。
▷日　時　９月７・14・21・28日㈬
　　　　　午前９時～正午
▷場　所　市役所101会議室
※21日は市役所303会議室
行政書士相談
　相続関係・遺言書作成・離婚協議書・示談書・
内容証明書等の相談を受け付けます。
▷日　時　９月27日㈫　午後１時～４時
▷場　所　市役所101会議室
▷担　当　出井　賢朋　氏
児童・生徒のいじめ・心の悩み相談室
▷日　時　毎週月・水曜日　午後３時～７時
　　　　　毎週土曜日　午前11時～午後４時
▷場　所　市民プラザ地下１階教育相談室
※電話相談も同日時で受付（☎561－8080）
家庭児童相談
▷日　時　毎週月～金曜日　午前9時～午後5時
▷場　所　市民プラザ地下１階家庭児童相談室
※電話相談も同日時で受付（☎562－4400）
女性相談
▷日　時　9月7・14・21・28日㈬　午後1時～ 4時
▷場　所　パープル羽生（女性センター）
▷予約申込　パープル羽生（☎561－1681）
※電話相談も同日時で受け付けています。
結婚相談
▷日　時　９月４日㈰、20日㈫  午後1時～3時
▷場　所　市民プラザ２階
※20日は市役所福祉面談室
税務相談
▷日　時　９月５日㈪　午後１時30分～４時
▷場　所　市役所101会議室
※担当は税理士　小川　弘　氏
消費生活相談
▷日　時　毎週月・火・水・金曜日
　　　　　午前10時～午後４時
▷場　所　市役所消費生活相談室
▷問い合わせ　市民生活課（内線132）
法律相談（予約制）
　事前に電話等でお申し込みください。
▷弁護士　第２・４木曜日　清水　利夫　氏
　　　　　第３木曜日　　　小鮒　成忠　氏
▷予約申込　市民生活課（内線132）
※相談時間は、一人30分間です。
防犯相談
　事前に電話等でお申し込みください。
▷日　時　毎週月～金曜日
　　　　　午前９時～午後５時
▷場　所　市役所２階地域振興課（内線223）
■ 各相談とも祝日はお休みとなります。

   　ゴ　ミ　収　集　日　粗大ごみの収集月は、２・４・７・11月の年４回

羽生市役所　☎561‒1121㈹

パ
ー
プ
ル
ふ
れ
あ
い
広
場
の

お
知
ら
せ

藍
染
専
門
店

「
ふ
れ
藍
シ
ョ
ッ
プ
」
営
業
中
！

三
田
ヶ
谷
公
民
館

講
座
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

須
影
公
民
館

ふ
る
さ
と
歴
史
講
座

　
　
「
郷
土
の
先
人
に
学
ぶ
」

「
親
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

第
４
回
羽
生
市
郷
土
芸
能
発
表
会

出
演
団
体
を
募
集

12

　簡単な運動から“元気に楽しく”挑戦しよう！運動
が苦手なお子さんも大歓迎です！

▷場　　所　　　パープル羽生
▷定　　員　　　各対象ごとに15名（先着順）
▷費　　用　　　無料
▷講　　師　　　斉藤 隆造 氏
▷用意する物　　上履き、タオル、飲み物
▷申し込み・問い合わせ
　 ９月５日㈪までに、直接または電話でパープル羽生
〈☎（561）1681〉へお申し込みください。

集まれ！キッズ広場
期　日 内　　　容 対象・時間

第1回 9月9日
（金）

マット運動
でんぐり返しや後ろ回りをやるよ！

年中・年長
午後3時
～3時50分

小学1・2年生
午後4時
～4時50分

第2回 9月12日
（月）

跳び箱
１段でも高く飛ぶぞ！

第3回 9月26日
（月）

鉄棒
前回りや逆上がりにも挑戦！

第4回 10月17日（月）
ボール運動
ボールをカッコ良く投げられるかな？

第5回 10月24日（月）
なわとび
いろいろな跳び方を覚えよう！

第6回 10月28日（金）
総括
何をやるかはお楽しみ！



　

小
中
学
校
の
通
学
区
域
に
つ
い
て
は
、

市
の
規
則
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

次
の
よ
う
な
と
き
に
は
、
指
定
さ
れ
た

学
校
以
外
へ
の
通
学
が
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
年
度
途
中
で
の
異
動
は
学
期

末
ま
で
、
最
終
学
年
は
卒
業
ま
で
と
な

り
ま
す
。

○
留
守
家
庭
…
保
護
者
の
仕
事
の
都
合

で
、保
護
者
の
実
家
か
ら
通
学
す
る
場
合

○
身
体
的
理
由

○
精
神
的
理
由

○
そ
の
他

▽
問
い
合
わ
せ　

　

学
校
教
育
課
（
内
線
３
０
８
）

　

羽
生
国
際
交
流
市
民
の
会
で
は
、
英

会
話
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
中
学
三
年

生
レ
ベ
ル
の
英
会
話
を
楽
し
く
学
べ
ま
す
。

▽�

日　

時　

�

10
月
1
・
８
・
22
・
29
日
、

11
月
５
・
12
日
㈯

　
　
　
　
　

午
後
５
時
30
分
～
７
時

▽
場　

所　

パ
ー
プ
ル
羽
生

▽
対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

▽
定　

員

　

20
名（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

▽
費　

用　

３
０
０
０
円

　

（
市
民
の
会
会
員
は
２
０
０
０
円
）

▽
講　

師　

森
田 
ミ
ッ
ツ
ィ
ー 

氏

▽�

申
し
込
み　

９
月
９
日
㈮
ま
で
に
官
製

ハ
ガ
キ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
、
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
あ
て
先　

〒
３
４
８

−

８
６
０
１

　

羽
生
市
東
６

−

15

　

羽
生
市
役
所 

秘
書
広
報
課

○
メ
ー
ル
送
付
先

　

hisho@
city.hanyu.lg.jp

▽�

問
い
合
わ
せ　

秘
書
広
報
課

　

（
内
線
２
０
４
）

　

毎
日
の
離
乳
食
作
り
で
悩
ん
だ
り
し

て
い
ま
せ
ん
か
？
離
乳
食
の
作
り
方
・

食
べ
さ
せ
方
の
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

各
月
齢
に
合
わ
せ
た
離
乳
食
の
試
食
も

行
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▽
日　

時　

９
月
８
日
㈭

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時

▽
場　

所　

保
健
セ
ン
タ
ー

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

�

９
月
７
日
㈬
ま
で
に
、
電
話
で
保
健

医
療
課
（
内
線
１
７
７
）
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　

今
年
は
計
量
法
の
規
定
に
よ
り
、
皆

さ
ん
が
取
引
・
証
明
に
使
用
し
て
い
る

『
は
か
り
』
の
定
期
検
査
（
２
年
に
１

度
）
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。

　

業
務
や
証
明
用
に
使
用
し
て
い
る
機

械
式
で
、
ひ
ょ
う
量
が
２
５
０
㎏
以
下

の
『
は
か
り
』
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、

次
の
日
程
で
県
の
集
合
検
査
が
行
わ
れ

ま
す
の
で
、
必
ず
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
日　

時　

９
月
12
日
㈪
～
14
日
㈬

　

午
前
10
時
～
正
午
、午
後
１
時
～
３
時

▽
場　

所　

市
民
プ
ラ
ザ
１
階
駐
車
場

▽
問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課

　

〈
☎（
５
６
０
）３
１
１
１
〉

　

熊
谷
児
童
相
談
所
で
は
、
家
庭
を
離

れ
て
生
活
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
子
ど

も
た
ち
を
、
受
け
入
れ
て
く
れ
る
里
親

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
「
里
親

制
度
」
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

「
里
親
入
門
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日　

時　

９
月
11
日
㈰

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

▽
場　

所　

熊
谷
児
童
相
談
所

▽
内　

容

　

①
里
親
制
度
の
概
要
に
つ
い
て

　

②
里
親
体
験
談
の
発
表

　

③
み
ん
な
で
意
見
交
換

▽�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

熊
谷
児

童
相
談
所〈
☎（
５
２
１
）４
１
５
２
〉

　

市
子
育
て
支
援
課
（
内
線
１
９
１
）

▽
日　

時　

９
月
３
日
㈯
・
４
日
㈰

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▽
場　

所　

市
民
プ
ラ
ザ

▽
入
場
料　

無
料

▽
内　

容　

○
被
爆
体
験
者
の
絵
画
・
写
真
展
示

○�

市
内
小
学
生
に
よ
る
平
和
の
願
い
を

込
め
た
習
字
・
絵
画
・
標
語
の
展
示

○
映
画
会
の
実
施

・�｢

つ
る
に
の
っ
て｣

（
午
前
10
時
20
分

～
、
午
後
１
時
～
）

・�｢

夏
服
の
少
女
た
ち｣

（
午
前
10
時
50

分
～
、
午
後
１
時
30
分
～
）

・�｢

は
だ
し
の
ゲ
ン｣

（
午
前
11
時
20
分

～
、
午
後
２
時
～
）

▽
問
い
合
わ
せ　

実
行
委
員
会
事
務
局

　

出
井
〈
☎（
５
６
５
）３
６
６
２
〉

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
を
め
ぐ
る
、
さ

ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
の
解
決
を
図
る
た

め
の
取
り
組
み
と
し
て
、
通
常
の
電
話

受
付
時
間
を
延
長
し
て
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。
な
お
、
平
日
は
面
談
に
よ
る

相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
希
望

の
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
期　

間　

９
月
５
日
㈪
～
11
日
㈰

▽
時　

間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

※
10
・
11
日
は
午
前
10
時
～
午
後
５
時

▽
相
談
電
話
番
号　

　
〈
☎
０
５
７
０（
０
０
３
）１
１
０
〉

▽�

問
い
合
わ
せ　

さ
い
た
ま
地
方
法
務
局

　
〈
☎
０
４
８（
８
５
９
）３
５
０
７
〉

■
在
宅
当
番
医

　
〈
受
付
時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時
〉

▽
９
月
４
日
（
第
１
日
曜
日
）

　

◦
太
田
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
〈
☎（
５
６
２
）６
７
０
０
〉
南
２
丁
目

▽
９
月
11
日
（
第
２
日
曜
日
）

　

◦
渡
辺
小
児
科
医
院

　
〈
☎（
５
６
１
）８
２
３
０
〉
北
３
丁
目

▽
９
月
18
日
（
第
３
日
曜
日
）

　

◦
山
田
病
院

　
〈
☎（
５
６
１
）０
１
７
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商工観光課（☎560－3111）

健康・保健カレンダー
保健医療課（内線175）

  乳幼児健康診査  
▷期日と対象児
◦９月７日㈬…３カ月児＝23年５月生
◦９月14日㈬…10カ月児＝22年10月生
◦９月21日㈬…18カ月児＝22年３月生
◦９月28日㈬…３ 歳 児＝20年９月生
▷受付時間　PM１：00〜１：30
  わくわくママサロン  
　リラックス・ストレッチやティータイムを
妊婦・産婦（産後５カ月まで）の皆さんで楽し
く過ごします。
▷日　時　９月13日㈫　PM１：30〜３：30
  乳幼児相談　（随　時））
　育児についての心配ごとなど、電話でご連
絡ください。
  歯科相談
▷日　時　９月５日㈪　AM９：30〜11：30
  健康相談（予約制）
　生活習慣病予防や健康診査の結果等につい
て保健師や管理栄養士が相談に応じます。
▷日　時　９月21日㈬　AM９：30〜11：30
  健康運動・火よう会  
　体操のできる服装でお越しください。
▷日　時　９月６・13・⑳・27日㈫
　　　　　AM10：00〜11：30
　　　　　※20日はウオーキング
  心の健康相談（予約制）
　心の健康や悩みごとについての相談です。
◦臨床心理士による相談（1人につき40分間）
▷日時　９月12日㈪  PM1：15〜
◎ 対 象 は 市 民 の 方 で、 会 場 は い ず れ も
　 保健センターです。

６月中の犯罪件数

６月中の交通事故件数

埼玉県 羽生市
侵 入 窃 盗 760 7
ひ っ た く り 123 0
自 転 車 窃 盗 2,204 13
車 上 狙 い 796 5

埼玉県 羽生市
人 身 2,979 10
物 損 9,936 88
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〈市役所の休日窓口開庁〉
▷日　時　９月４日㈰　午前８時30分～正午
　市民生活課・税務課・収納課の窓口業務を行い
ます。
※�住民異動届（転入・転出・転居等）・外国人に係
る業務・住民基本台帳カードに係る業務につい
ては、受付できません。
▷�問い合わせ　市民生活課（内線135）
　　　　　　　税務課（内線113）収納課（内線141）

〈地域活動センター（中央を除く）での証明書交付サービス〉
▷日　時　毎週水・木・金曜日　午前9時～午後5時
▷�交付できる証明書　住民票、印鑑証明書、所得
証明書、住民税決定証明書、非課税証明書



□ホームページアドレス　http://www.city.hanyu.lg.jp/ この広報紙は再生紙
を使用しています

　最近、息子に話しかけると、ときどき「へぇ」とか「ふぁ」とか応えてくれるようになりました。
目で物を追うようになったりと、いろいろ反応が出てきたので、より子育てが楽しくなって
きました。今のうちから、私の言葉に耳を傾けるよう教育していきたいと思います（笑）
　さて、11月に「ゆるキャラⓇさみっとin羽生」が開催されますが、イベントの機運を高め
るため、市役所１階ロビーにカウントダウンボード（左参照）が設置されました。イベント
の参加キャラクターは市のホームページに載っていますので、ぜひご覧ください。
　また、９ページでお知らせしていますが、友好都市・福島県金山町が豪雨により大きな被
害を受けました。皆さんのご協力をお願いします。

　子どもの頃、7月に始まった時は長いと思った夏休み。しかし、毎年お盆を過ぎると感じる“夏
の終わり”。それは、溜まっている宿題の追い込みのせい？「夏休みの友」は友だちの協力でな
んとかなるが、工作に読書感想文、ポスター、絵日記などなど頭がイタイ。さらに、とどめは
「自由研究」！色々悩むが、いかんせん時間がない。仕方なく去年のものを探し出し、それを新
たに書き写す。はて？去年も同じことをしたような…。結果的に毎年同じ題材になってしまい、
そこで思うのは…“担任が違ってよかった！”。
　今年もお盆が過ぎ、その時期がやってきた。息子はどうするつもりなのか？私と同じ手は使
えない。なぜなら、息子の担任は持ち上がりだから…（　  ）。宿題は早いうちから計画的に！

　「わっしょい、わっしょい」の掛け声とともに、大勢の

人でにぎわった夏祭り。今年は、旧騎西高校に避難してい

る福島県双葉町から４名の方が参加し、一緒にみこしを担

ぎました。その中の一人、藤田忠さん（72歳）は「みこし

を担いだのは初めてで楽しかった。大きな声を出して、元

気が出た。」と、笑顔で話してくれました。

　若者に政治への関心を持ってもらうため、市
内３つの高校の生徒14名に、埼玉県知事選挙の
期日前投票事務を手伝ってもらいました。生徒
たちは、緊張した面持ちながらも、投票に来た
方に対して明るく接してくれました。皆さんも
20歳になったら投票に行きましょうね！

　北２丁目にお住まいの島村勉
さんが、第24回全国健康福祉
祭剣道交流大会埼玉予選で見事
優勝し、10月15日から熊本県
で開催される「ねんりんピック
2011熊本」に出場することに
なりました。日々の練習の積み
重ねで勝ち取った全国大会出場。
優勝目指して頑張ってください。

　若者に政治への関心を持ってもらうため、市

　中央公園野球場で元プロ野
球選手を指導者に迎え、羽生
市少年野球教室（６・７・８
月開催）を行いました。指導
者の皆さんは、時には笑いを
交えながら野球の楽しさを教
えてくれました。子どもたち
は大粒の汗を流しながら、熱
心に指導を受けていました。

　「わっしょい、わっしょい」の掛け声とともに、大勢の

人でにぎわった夏祭り。今年は、旧騎西高校に避難してい

る福島県双葉町から４名の方が参加し、一緒にみこしを担

　尾崎にお住まいの新井良治さんの
お宅で、サボテンにきれいな白い花
が咲きました。このサボテンは高さ
が3メートル以上もあり、花は早朝
にしか咲かないそうです。きれいな
白い花は、新井さん夫婦の優しい心
を表しているようでした。

　上新郷にお住まいの柿沼はなさん（左）、中手子林にお住まいの小暮延子さん（中）、市内の介護施設に入所中
の河田はるさん（右）がそれぞれ100歳を迎えられ、河田市長がお祝いに駆けつけました。長寿の秘訣を、食事
を３食・腹八分目食べること（柿沼さん）、くよくよしないで前向きに生きること（河田さん）と話してくれました。
小暮さんは、野球や相撲が好きで、毎日のようにテレビで観戦されているそうです。みなさん、元気でお過ごし
ください。

７月　
26日㈫

７月　
９日㈯７

月
24
日
㈰

100
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　　東北
！

将来は“花”を咲かせ
よう！

投票
率アッ

プに向けて　　

大切
なのは“間合い”

おめでとうございます

わ
っし
ょい！

わっしょい！


